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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数

多く残されています。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の

歴史や文化、伝統を正しく理解するのに欠くことのできない歴史資料であります。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発

にあたっては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにあ

る埋蔵文化財保護との調和も求められるところです。当事業団埋蔵文化財センターは、

設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業によってやむを得ず消

滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまいりま

した。

本報告書は、一般国道 4号小鳥谷バイパス建設事業に関連して平成17年度に発掘調

査された野里上Ⅱ遺跡、中屋敷上遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査で

は、縄文時代の竪穴住居跡が 4棟見つかり、当時の小規模な集落跡であることが明ら

かになりました。本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながる

と同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査および報告書作成にあたり、ご理解とご協力をいた

だきました国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、一戸町教育委員会をはじ

めとする関係各位に対し、深く感謝の意を表します。

平成19年 1月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 武田 牧雄



例   言

1 本報告書は、岩手県二戸郡一戸町小鳥谷字野里上63ほかに所在する野里上Ⅱ遺跡、一戸町小鳥谷
字中屋敷上24-2ほかに所在する中屋敷上遺跡の発掘調査成果を収録したものである。
2 本遺跡の調査は、一般国道 4号小鳥谷バイパス建設事業に伴う緊急発掘調査である。調査は岩手
県教育委員会と国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所との協議を経て、 (財 )岩手県文
化振興事業国埋蔵文化財センターが担当した。

3 岩手県遺跡台帳に登録されている遺跡番号 。遺跡略号以下の通りである。
野里上Ⅱ遺跡…遺跡番号JF30-2021・ 遺跡略号NZK Ⅱ-05

中屋敷上遺跡…遺跡番号JF30-2040・ 遺跡略号NYU-05
4 発掘調査面積は以下の通りである。

野里上Ⅱ遺跡…6,365ゴ

中屋敷上遺跡…356だ

5 発掘調査期間及び発掘担当者は以下の通りである。
野里上Ⅱ遺跡…平成17年 4月 14日 ～30日 ・ 6月 1日～ 7月 14日  村木 敬

平成17年 4月 14日～ 7月 14日         藤原大輔

平成17年 5月 1日 ～ 5月 31日          木戸口俊子

中屋敷上遺跡…平成17年 7月 15日 ～ 7月 29日         村木 敬・藤原大輔
6 室内整理期間及び整理担当者は以下の通りである。

野里上Ⅱ遺跡…平成17年 11月 1日 ～平成18年 3月 31日   村木 敬
中屋敷上遺跡…平成18年 3月 15日 ～平成18年 3月 31日   藤原大革南

7 野外での写真撮影は調査員、遺物写真撮影は写真撮影技師が行った。
8 本報告書の執筆は、第 I章 (1)調査に至る経過は回土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務
所に依頼している。それ以外は基本的に村木が担当しているが、Ⅵ章中の調査区南側で検出された

遺構・遺物は村木、北側で検出されたものは藤原が担当している。また第Ⅷ章 3は共同で執筆

している。

9 デジタル図化及び編集、分析鑑定は下記の機関に委託した。
石材鑑定…花聞岩研究会

デジタル調整図化及び編集…株式会社セビアス

10 発掘調査、本報告書作成にあたっては下記の方々にご協力・ご指導を頂いた (敬称略)。

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、一戸町教育委員会、森 一欽
11 調査結果は、これまでに現地公開資料や『平成17年度発掘調査報告書』第490集 に掲載してきた

が、本書がこれらに優先するものである。

12 土層の色調は、「新版標準土色帖」 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修 1993)を 使用 し

ている。

13 本報告で使用した地形図は、国土地理院発行 1:50,000「一戸」を使用している。

14 緯度と経度は日本測地系から世界測地系に変換して表記している。

15 本書で得られた一切の資料は岩手県立坦蔵文化財センターで保管している。
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第 1図 遺跡位置図



I 調査に至る経緯

「野里上Ⅱ遺跡」と「中屋敷上遺跡」は、小鳥谷バイパス改築工事に伴って、その事業区内に存ず

ることから発掘調査を実施することになったものである。

一般回道4号は、東京都中央区を起点として青森県青森市に至る延長約858kmの わが国最長の国道

で、東北地方の大動脈を担っている主要幹線道路である。

小鳥谷バイパスは、二戸郡一戸町大字小鳥谷字中村を起点とし同町大字岩舘字子守を終点とした国

道4号の人家密集、幅員縮小による交通混雑と急カーブの連続、冬期間の凍結、降雪等による交通除

路の解消を図り、交通安全の確保、沿道環境の改善を図ると共に周辺市町村 と連携を強化して地域活

性化の支援を目的とする道路として、延長約4。3kmと して昭和63年度に事業着手し、平成7年度に用地

着手、平成16年度に工事着手し平成17年度は、起点側の新稲荷橋 (仮称)に工事着手した。

平成19年度に起点から野中橋までの約2.6kmを 暫定2車線供用を目標に鋭意事業を進めている。

この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が平成元～ 2年に分布調査を実施し、

「野里上Ⅱ遺跡」と「中屋敷上遺跡」を確認している。同遺跡の試掘は平成16年度に試掘調査を実施

している。その結果に基づいて岩手県教育委員会は岩手河川国道事務所と協議を行い、発掘調査を財

団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。

これにより、平成17年 4月 1日 付けで岩手河川国道事務所と岩手県文化振興事業国理事長と受託契

約を締結し、「野里上Ⅱ遺跡」と「中屋敷上遺跡」の発掘調査に着手した。その結果、「野里上Ⅱ遺跡」

は竪穴住居等の遺構と土器、「中屋敷上遺跡」は土器の確認がなされた。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)

1遺 跡 概 観

1位 置 ・ 立 地

野里上Ⅱ遺跡は岩手県二戸郡一戸町小鳥谷字野里上63ほか、中屋敷上遺跡は同町小鳥谷字中屋敷上

24-2ほ かに所在する。両遺跡共にいわて銀1可鉄道小鳥谷駅から約 lkm南西方向に位置し、平糠川の

左岸に形成された段丘上に立地している。

野里上Ⅱ遺跡は調査区が南北 2カ所に分かれ、それぞれ異なる段丘上に立地している。調査区南側

は標高200m前後の丘陵尾根部の縁辺部、北側は標高185m前後の段丘平坦部上にある。

中屋敷上遺跡は東を向く標高210mの河岸段丘上の斜面上にある。

野里上Ⅱ遺跡の両調査区及び中屋敷遺跡が立地する段丘面は異なる。中屋敷上遺跡がある面、野里

上Ⅱ遺跡の南側調査区がある面、同遺跡の北側調査区がある面と3つの段丘面が存在しており、それ

らは標高を少しずつ下げて形成されている。

今年度は小鳥谷地区において、同一事業に伴い当該遺跡以外にも野里上遺跡、野中遺跡の調査が行

われている。それらの遺跡は野里上Ⅱ遺跡の北側に隣接して存在している。また、過去に調査が行わ

れた仁昌寺Ⅱ・Ⅲ、五月館跡などは南方に位置している。

-1-



2地 理 的 環 境

2地 理 的 環 境

ここでは遺跡が立地する平糠川両岸及び遺跡内に限って概観する。遺跡が所在する小鳥谷地区は平

糠川が北流することで開析された地形である。現況は平糠川に沿って一段高い砂礫段丘が当該地区の

中では比較的広範囲に広がり、その両脇に標高の低い尾根部との間に高低差を持って狭小な段丘が複

数存在している。河川沿いに広がる一段高い砂礫段丘には市街地が形成され、それより上位段丘には

宅地もしくは田回・畑地が広がる。

地形は、左岸は平糠川によって複数の河岸段丘が形成され比較的平坦な面が存在している。それに

対して、右岸は小起伏山地及び中起伏山地で占められており、それより低い段丘の数及び面積は少な

い。地質と土壌は両岸共にほぼ同じである。地質は砂岩と泥岩、安山岩質岩石により形成されている。

上壌は概ね黒ボク・淡色黒ボクにより形成され、遺跡の南東方向のみ褐色森林土で占められている。

上述したように遺跡周辺の小鳥谷地区は、平糠川両岸において地質と上壌はほとんど変わらず、同

河川によって開析された地形のみが異なっていることが窺える。

両遺跡は、地形は砂礫段丘 I・ Ⅱ、地質は砂礫、土壌は細粒灰色・淡色黒ボクに該当する。

野里上Ⅱ遺跡は調査区は南北に分かれていることは先述した通りであるが、各調査区内は下記のよ

うな地形である。南側は痩せ尾根上の先端部にある。南東方向から張り出して形成された地形は、全

体的に北と東方向に向かって傾斜しており、調査区内において大きく2枚の平坦面がある。北側は東

向きの河岸段丘上にある。表土除去後は調査区南半は北向きの緩斜面、調査区北半は東向きの斜面が

形成されている。極端に平坦面が狭くなり、現況とは大きく異なる地形を示している。両調査区を挟

むように平線川の支流が存在している。

中屋敷上遺跡は概ね東向きの段丘上にあるが、表土を除去した状況も同様である。本遺跡から南西

から北東方向に走る旧河道が確認された。

3周 辺 の 遺 跡

本遺跡が所在する一戸町には数多くの遺跡が登録されている。縄文時代早期から近世にかけての時

期が認められるが、その大半は縄文時代である。それらの遺跡は、馬淵川流域及びその支流沿いに分

布している。特に小鳥谷地区周辺の遺跡の様相は F仁昌寺Ⅱ遺跡・仁昌寺遺跡発掘調査報告書』 (岩

文埋2002)で詳細に報告がなされているので参照願いたい。今回の調査によって縄支時代から中世に

かけての遺構と遺物が確認できた。ここでは成果が得られている周辺遺跡に限って各時期ごとに概観

していく。

遺跡周辺は、縄文時代の遺跡が多数を占め、それらは馬淵川 。平糠川及びそれに注ぐ支流沿いに存

在している。それ以外の時期の遺跡は極めて少ない。調査成果が認めらている周辺の遺跡は以下の通

りである。

縄文時代は、平旗川沿いはほとんどが中期末から晩期にかけての遺跡である。平成12年度に調査さ

れた中期末から後期初頭の集落遺跡である仁昌寺Ⅱ遺跡は約 lkm南にある (岩文埋2002)。 仁昌寺Ⅱ

遺跡に隣接する仁昌寺遺跡からは縄文時代晩期末から弥生時代の遺物が少量ながらも確認されている

(岩埋文2002)。 縄文時代晩期の土器片が出土している野里遺跡は約0.6km北 にある (一戸町教育委員

会1993)。 当該地区以外では、国指定史跡である中期末の集落遺跡である御所野遺跡 (一戸町教育委
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3周 辺 の 遺 跡

員会 1993)、 その北側に隣接する縄文時代中期の集落である田中遺跡 と馬場平 Ⅱ遺跡 (一戸町教育委

員会2003、 1983)、 後期の集落である椛の木 (岩文埋 1997)、 晩期の集落である上野遺跡 (岩文埋2000)、

晩期の包含層が確認されている山井遺跡 (一戸町教育委員会1995)がある。

古代は、平糠川沿いでは僅かに確認されているだけであったが、今年度に調査された野里上遺跡か

ら奈良時代の竪穴住居2棟が確認されている (岩文埋2006)。 また、仁昌寺 Ⅱ遺跡では11世紀後半から

13世紀に位置づけられる遺物が出土している。当該地区以外では、奈良時代から平安時代の集落であ

る上野遺跡・田中遺跡 (岩文埋2000、 一戸町教育委員会2003)がある。

中世は、五月館跡 (岩文埋 2003)、 仁昌寺 Ⅱ遺跡 (岩文埋2002)がある。前者は本遺跡 より南方

1.3kmに あり、曲輪等が確認されている。後者は二月館の北方300mに位置し、14世紀末～15世紀初頭

の陶磁器が出土 している竪穴建物6棟、鍛冶工房2棟が検出されている。今年度に調査された野中遺跡

から洪武通宝などが出土 している (岩支埋 2006)。 当該地区以外では姉帯城 と一戸城があ り、本遺跡

から一戸城は北東4,7km、 姉帯城は北東1.5kmに 位置 している (一戸町教育委員会 1984、 1999)。 また

竪穴建物跡が複数棟確認されている上野遺跡 と田中遺跡がある (岩文埋2000、 一戸町教育委員会2003)。

平成12年度から行われている小鳥谷バイパス建設事業に伴う発掘調査によって、当該地区は縄文時

代中期末から中世にかけての様本目が明らかとなり、当時から人々は断続的にこの地を利用 し時間と共

に生活する段丘面を移動 しながら生活していたことが窺える。

参考文献

(岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターを岩文埋とする)

一戸町教育委員会 1991『一戸町の遺跡 (I)』 一戸町文化財調査報告書 第25集
一戸町教育委員会 1992『一戸町の遺跡 (■ )』 一戸町文化財調査報告書 第28集
一戸町教育委員会 1993 F一戸町の遺跡 (Ⅲ )』 一戸町文化財調査報告書 第33集
一戸町教育委員会 1993『一戸町の遺跡 (Ⅳ )』 一戸町文化財調査報告書 第35集
一戸町教育委員会 1993『一戸町の遺跡 (V)』 一戸町文化財調査報告書 第37集
一戸町教育委員会 1993『一戸町の遺跡 (Ⅵ )』 一戸町文化財調査報告書 第38集
一戸町教育委員会 1993『御所野遺跡』 一戸町文化財調査報告書 第32集
一戸町教育委員会 2003『田中遺跡』 一戸町文化財調査報告書 第46集
一戸町教育委員会 1984『一戸城』 一戸町文化財調査報告書 第8集
一戸町教育委員会 1999『姉帯城』 一戸町文化財調査報告書 第41集
一戸町教育委員会 1995『山井遺跡』 一戸町文化財調査報告書 第36集
岩文埋 1997『椛の木遺跡』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書 第263集
岩文埋 2002『仁昌寺Ⅱ遺跡・仁昌寺遺跡発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書 第400集
岩文埋 2003『五月館遺跡・仁昌寺Ⅲ遺跡発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書 第424集
岩文埋 2006「野里上遺跡」『平成17年度発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書 第490集
岩文埋 2006「野中遺跡」F平成17年度発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書 第490集
岩文埋 2000『上野遺跡発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書 第359集
岩手県教育委員会 2000 F平成13年度 遺跡台帳』

-6-



Ⅲ 調 査 方 法

野外調査の方法

(1)グ リ ッ ド設 定

野里上Ⅱ遺跡と中屋敷上遺跡のグリッドは、隣接する野里上遺跡・野中遺跡を網羅するように設定

しており、調査区内に平面直角座標・第X系 (日本測地系)に従って基準点2箇所と補点 4箇所の計

6点を設置している。なお、商に位置する仁昌寺Ⅱ遺跡等は同一事業であることから、それらと対比

できるように本来同様の方針を採らなければならないが、デジタル図化に伴う作業上の都合から下記

のような新規のグリッドを採用している。

大グリッドは北から南に向かってA～ U、 西から東に向かって I～Ⅵとした。大グリッドは 1辺が

100m、 小グリッドは各辺を10等分して 1辺が 5mに なるようにしている。小グリッドは北西隅を 1、

北東隅を10、 南東隅を100と している。各グリッド名称は北西隅の杭名称による。

H    グリッド名
透ま撃岳i氣 1       18800.000     40400.000      181,169

基準点 2   18710.000  40300.000  201,219

狛令:氣 1         18785.000     40400.000      181,040

狛寺:氣 2         18650.000     40300.000     202.423

豹需テ宝3         18505.000     40265,000     212.529

狛寺テ氣4         18480.000     40265.000     212.205

QVl
RⅢ 81

QV31
TⅢ l

V Ⅱ94

W Ⅱ44

野里上Ⅱ遺跡は、大グリッドP～ T、 Ⅱ～Vが該当する。

中屋敷上遺跡は、大グリッドVoW、 Ⅱが該当する。

(2)粗掘・遺構検出・精査 。遺物の取 り上げ

任意にトレンチを数箇所設定し、堆積状況や遺物包含層、遺構検出面の確認を行った後、重機及び

人力で遺構検出面まで掘り下げた。遺構確認は鋤簾と両刃鎌で行い、遺構の把握を行った。

検出された遺構は、遺構の性格を把握できそうにないものにはサブトレンチを入れた。それらの記

録は台帳や野帳にまとめて記載している。

(3)実

遺構の平面 。断面実測はデジタルカメラにより撮影することで図化 している。遺物の取 り上げに関

しては、時間的制約からデジタル写真で捉えたものと図化されたオルソ図と合わせて位置を確定 して

いる。

(4)写 真 撮 影

写真撮影は、35mm判カメラ2台 (モノクロ・リバーサル)を使用し、遺構と遺物の検出状況に応

じて行っている。補助的にデジタルカメラで撮影している。

淑I

-7-



1 野外調査の方法

凄 19600

X_19StXl

X-19800

X=19250

X19150

X19050

X191Dll

雅 18950

雅 latto

差 18750

浄 18650

準 186∝

X・ 185う 0

X■ 18450

-8-

第 5図 配置図



Ⅲ 調 査 方 法

第 6図 グリッド配置図
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3 室内整理の方法

2調 査 経 過

野里上Ⅱ。中屋敷上遺跡の調査経過は以下の通りである。

平成17年 4月 14日 :器材を搬入し調査を野里上Ⅱ遺跡を開始する。

平成17年 4月 25日 :業者により基準点設置を行う。

平成17年 5月 16日 :委託者と当センターによ́り今後の作業工程を確認するため現地協議を行う。

平成17年 6月 14日 I S 101・ 02・ 06の精査を開始する

平成17年 7月 14日 i S 104の 精査を終え野里上Ⅱ遺跡を終了する。

平成17年 7月 15日 :中屋敷上遺跡開始。

平成17年 7月 19日 :両遺跡合わせて航空撮影を行う。

平成17年 7月 22日 :両遺跡合わせて現地公開を行う。

平成17年 7月 25日 :県教委、委託者、当センターにより終了確認を行う。

平成17年 7月 29日 :中屋敷上遺跡の器材を搬出し終了する。

3 室内整理の方法

(1)作 業 手 順

出土遺物は、水洗、注記、接合復元した後に、掲載遺物の登録を行った、それらの作業後は、実測、

遺物写真撮影、遺物トレース、図版及び観察表を作成した。また、先述した作業と平行して原稿執筆

を行っている。

(2)遺   構

遺構はデジタルカメラによる写真測量を実施したことから、基本的に従来のような整理作業を行っ

ていない。基本的には写真撮影後、紙図で提出されたもので複数回にわたり校正を行い、そのまま版

下に取り込んでデジタル化した。

(3)遺物の掲載基準

土器と石器の実測は出土量が少ないことから積極的に行った。土器は、復元できたもの、口縁部形

態を確認できるもの、体部への立ち上がりが確認できる底部片を図化している。

石器は二次加工が認められるものを全て図化している。

縮尺は、土器が 1/3、 剥片石器が 3/4、 礫石器 1/2～ 1/4である。

(4)報告書作成

遺構図版は上述したような手順を踏んでいる。遺物図版はトレースまでは従来と同様の手法である

が、 トレース後は遺構図と同様に版下はデジタル化している。遺構写真は35mm(モ ノクロ・カラー)
のフイルム、遺物写真はデジタルカメラで撮影したものから写真図版を作成している。すべてデジタ

ルによる版下作成を行っていることから従来通りの版下作業工程は採っていない。
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Ш 調 査 方 法

4  ゲ屯 例

遺構名称については以下の略号を付している。

SI・ ・・竪穴住居跡・竪穴建物跡  SK・ ・・土坑  SR・ ・・埋設土器

SN・ ・・焼土遺構   Pit・ ・・柱穴

・石器石材は以下のように略す。     ´
珪質頁岩・・Ssh、 頁岩・・Sh、 凝灰岩・・Tu、 砂岩・・San、 玉随・・Cha、 瑶瑞・・Aga

安山岩・・An、 蛇紋岩・ 。Ser、 赤色頁岩・・Rsh、 チャート・ 。Ch、 デイサイト・・Dac

閃緑岩・・Dio、 粘板岩・・SIa、 花筒閑緑岩・・Grano、 扮岩・・Por

。遺構名は報告書作成に伴い振り直している。ただし遺物注記等は旧名で記したままであり、遺構名

変更に伴って再度訂正を行っていない。

第 1表 遺構名新旧表
新 区

S S
S R

R

R

R 南

S S 南

S K01 S K01 南

S K02 S K03
R KOR K04
Rて 04 (05
R KO馬 K06 南

S K06 S K07 南

S K07 S K08 商

S K08 S K09
ミて∩0 Rて 10

新 区

S K10 S K13
(1 ミKOク

(1タ R K01
(lR R K02
乱K14 S KOR
S K15 S K04
S K16 S K05
S K17 S K06
(lR R K07
R(19 Rて OR
R K20 Rて 10
S N0 S N01 首

S N02 S N01
S N03 S N02
R P r11 RP∩ 1 苗

Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
　
ａ
‐
―
―
‐
―
―
上

下
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｃ

a回径

b底径

c器高

a長さ

b幅

c厚さ

新 日 区

P P01
Pnク

P OR

P04
P05 首

P 06 南

P 07 P07 南

P P08

首

P

P 3 P

P 4 P
p

新 I日 区

P P

P 04

P 05

P P

P P n7

P

P 27 P

P 28 P

…

a―

円
沼
ｍ
Ｍ
代
制
懺
Ｍ
リ

G
卜 b引

‖  
磨面 魯盈愚鬱§魯 敲打痕 儀§鬱懲§暮謬 凹痕

剛

焼土 □ 礫

トーb引

[:こここ] 地山

第 7図 凡例

鵬冊椰椰靴緋 溝痕
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Ⅳ 基 本 層 序

野里上Ⅱ遺跡は調査区が 2カ 所に分かれていることと、中屋敷上遺跡も隣接しているが立地する段

丘面が違うことは、「立地・地形」で述べた。それに伴って基本層序も異なるため、それぞれ分けて

報告する。

1 野里上 Ⅲ遺跡

本遺跡において南北の調査区の基本層序は以下の通りである。

(1)調 査 区 南 側

Ia層 :黒褐色土層 (10YR3/1)粘性としまり共に並。現表土である。

Ib層 :黒褐色土層 (10YR3/2)粘 性やや弱 く、しまりやや強い。旧耕作土に十和田aテ フラをブロ

ック状に少量含む。

Ⅱa層 :黒色土層 (10YR2/1)粘性並、しまりやや強い。遺物包含層である。

Ⅱb層 :黒色土層 (10YR2/1)粘性やや弱く、しまり並。遺物包含層である。

Ⅲ 層 :黒色土層 (10YR2/2)粘性、しまりやや共に強い。礫をやや多く含む。

Ⅳ 層 :黒褐色土層 (10YR3/2)粘性、しまりやや共に強い。遺構検出面。本層下部に十和田中扱テ

フラをブロック状に少量含む。

V層  :黒褐色土層 (10YR3/4)粘性、しまり共に強い。
Ⅵ 層 :黄褐色スコリア層 (10YR5/6)粘性、しまり共に強い。十和田八戸テフラが確認される。

Ⅶ 層 iにぶい責褐色粘土層 (10YR4/3)粘性、しまり共に強い。段丘基盤の礫が浮いており、それ

らを多く含んでいる。本層以下は段丘礫層のため層厚不明。

(2)調 査 区 北 側

I層 :極暗褐色土層 (7.5YR 2/3)粘性やや弱く、しまり並。現表土である。
Ⅱ 層 :黒色土層 (7.5YR 2/1)粘性としまり共に並。遺構検出面。小礫を含む。北側調査区の中央

付近では少なくなるが、上面には十和田aテ フラが疎らにかかる。北側の範囲では層厚が増

し、遺物包含層となる。

Ⅲ 層 :暗褐色土層 (7.5YR 3/4)粘性並、しまりやや弱い。遺構検出面。小礫を多量に含む。北東

側では層厚が大きく減少する。

Ⅳ 層 :黒褐色土層 (7.5YR 2/2)粘性やや弱く、しまりやや強い。遺構検出面。小礫を微量に含む。

V層 :褐色砂質シルト層 (7.5YR 4/3)粘性やや強く、しまり並。小礫を微量に含む。

調査区北側と南側では段丘形成が異なることからほとんど対比できないが、遺物包含層である南側

Ⅱa・ b層 と北側Ⅱ層はほぼ同一層である。それ以外の層では対応する層位は認められない。
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Ⅳ 基 本 層 序

2 中屋敷上遺跡

基本層序は以下の通りである。

I層
Ⅲ 層

Ⅲ 層

Ⅳ 層

黒褐色土層 (10YR3/2)粘性やや弱く、しまり強い。現表上である。

黒褐色土層 (10YR3/1)粘性並、しまり強い。遺物包含層。

黒褐色土層 (10YR3/2)粘性、しユリ共に強い。遺構検出面。本層の下部に十和田中棘テフ

ラがブロック状に少量混入する。

灰黄褐色粘土層 (10YR4/2)粘性、しまり共に強い。十和田八戸テフラを多く含んでいる。

0                      2m

断面3

野里上‖遺跡

中屋致遺跡

第 3図 基本層序
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1土 器

野里上Ⅱ遺跡と中屋敷上遺跡の基本層序で対応関係が認められたことから表記しておく。基本的に

遺物包含層である野里上Ⅱ遺跡Ⅱa・ b層 と中屋敷上遺跡Ⅱ層は類似しているが、若千色調及び質感が

異なる。同一層と考えられるのは、野里上Ⅱ遺跡南側Ⅳ層と中屋敷上遺跡Ⅲ層、野里上Ⅱ遺跡南側Ⅵ

層と中屋敷上遺跡Ⅳ層である。

V分 類 基 準

土器・石器は分類基準は以下の通りである。資料が少ないことから統一した基準の基に整理を行い

たいためこのような分類を用いている。

1土  器

本遺跡からは、深鉢・鉢・浅鉢・台付浅鉢・注口土器・壼・ミニチュア土器が出上している。深鉢

と鉢は複数の器形が確認できたことから、以下の通りに分類している。なお他の器種は点数が少ない

ため行っていない。

(1)深   鉢

I類 :底部から膨らみながら胴部まで立ち上がり、そこから内湾し口縁部へ長く外反する。
Ⅱ類 :口縁部が内傾する。内傾する変化点が最大径を持つ。

Ⅲ 類 :胴部に最大径を持ち、内湾する胴部から口縁部が短く外反もしくは直立する。

Ⅳ 類 :口縁部まで外傾もしくは直立する。

V類 :胴部がやや丸みの強い形状を呈し、顎部が直立して口縁部が短く外反もしくは直立する。
Ⅵ 類 :緩やかに丸みを持つ外傾する胴部から、口縁部が外傾する。

Ⅶ 類 :外傾もしくはやや膨らみながら立ち上がる胴部から、口縁部が外傾する。

Ⅷ 類 :内湾気味に外傾しながら口縁都まで立ち上がる。

Ⅸ 類 :樽形を呈する。口縁部の立ち上がりにより細分している。

a:口縁部が外反する。

b:口縁部が直立する。

(2)鉢

I頬 :底部から体部にやや丸みを持ちながら口縁部まで外傾する。
Ⅱ類 :底部から口縁部にかけて外傾しながら立ち上がり口縁部が内湾する。

Ⅲ 類 :胴部に最大径を持ち、内湾する胴部から口縁部が短く外反もしくは直立する。

Ⅳ 類 :体部はほぼ直線的で外傾もしくは直立しながら立ち上がる。
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V分 類 基 準

詞
紳
凱

勤畳酌Ⅸb

/ 鮎 ,v

第 9図 器形分類図
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2石  器

2石  器

(1)石   鏃

石鏃は「扁平で左右対称、先端部を形成した石器」を対象としている。

I類 :凹基無茎鏃。基部が二次加工により袂りが入り、形成されているもの。
Ⅱ類 :円基鏃。基部が二次加工により円形を呈するもの。

Ⅲ 類 :有茎鏃。尖頭部と基部との境が明瞭なもの。

(2)ス クレイパー類

スクレイパー類は「 1側縁の半分以上に二次加工が加えられている石器」を対象としている。二次

加工が施されている部位で分類している。

I類 :1側縁に二次加工が施されている。
Ⅱ類 :2側縁に二次加工が施されている。

(3)箆 状 石 器

箆状石器は「器中軸線が左右対称となり断面形状が菱形・台形状などで、平面形状が撥形・長方形

を呈し、一端ないし両端に刃部が形成された石器」をIll象 としている。本遺跡では一点出土している

が、平面形状は撥形、断面が菱形である。

(4)石   匙

石匙は「両側縁から二次加工を施し摘み部を一端に作出し、二次加工により刃部が形成された石器」

を対象としている。摘み部を水平にして刃部の角度で分類しており、摘み部に対して刃部が平行・直

交・斜交するもので 3分類できる。本遺跡では斜交するものしか出土していない。

(5)不 定 形 石 器

不定形石器は「 1側縁の半分以下に二次加工が力Hえ られている石器」を対象としている。ここでは

部分的な二次加工もしくは微細剥離痕を有するものである。

(6)楔 形 石 器

楔形石器は「 2つの側縁から互いに向き合う方向の両端剥離が表裏面に生じている石器」を対象と

している。側縁に形成されている剥離痕の数で分類している。

I類 :上下の一対の両極剥離痕を有するもの。

Ⅱ類 :上下左右の二対の両極剥離痕を有するもの。

(7)石   核

石核は剥片剥離作業が認められたものを対象としている。

-16-



V分 類 基 準

(8)磨 製 石 斧

磨製石斧は「敲打・剥離により整形され、研磨が仕上げられた石斧」を対象としている。平面形状

と研磨で分類している。

I類 :両側縁及び頭部が研磨され、正裏面と側面に稜を持ち、断面形状が隅丸長方形を呈する。

所謂「定格式磨製石斧」と呼ばれるものである。

Ⅱ類 :石材をそのまま利用し、一部に研磨を施し刃部を形成したものである。

(9)礫  石  器

使用痕跡が認められる全ての礫を礫石器と総称し、使用痕跡により器種認定を下記の分類をもとに

行っている。ここでは使用痕跡を表現している用語は以下の通りである。

敲打痕～先端ないし側面に形成された敲打状の痕跡。

磨 痕～正裏面や側面に形成された摩耗の痕跡。
四 痕～平坦面に形成された敲打状の痕跡。
溝 痕～礫面に形成された溝状の痕跡。

I類 :敲打痕を有する石器。

Ⅱ類 :磨面を有する石器。

Ⅲ類 :凹面を有する石器。

Ⅳ類 :I+Ⅲ類の痕跡を有する石器。
V類 :I+Ⅱ 類の痕跡を有する石器。
Ⅵ類 :Ⅱ 十Ⅲ類の痕跡を有する石器。

Ⅶ類 :I類と溝痕跡を有する石器。
Ⅷ類 :「石皿」で、平坦面に磨面で構成されたもの。

Ⅸ類 :「台石」で、平坦面に敲打痕による凹みを有するもの。

X類 :Ⅷ +Ⅸ類の痕跡を有する石器。
�類 :礫器。刃部を伴うものである。
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第10図 野里上 I遺物遺構配置図



第11図 野里上Ⅱ遺跡 (調査区南側)遺構配置図
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第12図 野里上 I遺跡 (調査区北側)遺構配置図
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Ⅵ 野里上Ⅲ遺跡の調査成果

1概  略

今回の調査において竪穴住居跡 4棟、竪穴建物跡 2棟、埋設土器 1基、土坑20基、柱穴状土坑28個

を検出した。これらは縄文時代・平安時代 。中世以降にそれぞれ所属している。ここでは縄文時代と

中世以降に分けて報告する。

第 2表 出土土器一覧表

出土地点 層位 個数 重量 (g)

S101 370 5,827.5

S 102 99 1,629.7

S103 142 1.563.8

S 104 98 1.2944

S 105 7 40.4

S 106 7 63.5

S ROユ 1,163.3

S N01 235.3

S K01 2

S K02 2 242
S K04 3

S K05 2 29.C

S K06 6 41.7

S K07 7 82.1

S K08 178.5

S K09 4 85.5

S Kll 45.3

S K18 301.0

S K19 47

P i t07 4 21.3

P IV87・ 88・ 97・ 98 ] 158 1,755.4

RⅣ ] 20 474.4

RⅣ Ⅳ
刀
仕 443.3

S Ⅱ60。 70。 80
S Ⅲ51・ 52

Ⅱ b 428 5,131.9

S Ⅱ80 Ⅱ b 128 35004
S180 Ⅱ～Ⅲ

S Ⅲ41 Ⅱ b 1,588,9

S Ⅲ52 Ⅱ b 1 4.0

S Ⅲ53 Ⅲ 18.5

S Ⅲ61 Ⅱ b 158 2,207.2

S Ⅲ61 Ⅳ上面 9 ８，
ｒ
刀
仕

S Ⅲ62 Ⅱ b 90 2,359,8

S Ⅲ63 Ⅱ b 1 20,7

S Ⅲ71 Ⅱ b 95.5

S Ⅲ71 Ⅱ～Ⅲ 8 81.0

S Ⅲ72 Ⅱ b 6 107.9

S Ⅲ75 Ⅱ b 7 40.5

S Ⅲ8ユ Ⅱ b 187.2

S Ⅲ85 Ⅱ a 110,ユ

S Ⅲ85 Ⅳ上面 10 72.3

S Ⅲ87 Ⅱ a 1 58.4

S Ⅲ94 Ⅱ a 91.6

出土地点 層 位 TEl教 重量 (宜 )

S Ⅲ94 Ⅳ上面 178.4

S Ⅲ94 V 314.4

S Ⅲ95 Ⅱ a 92.6

T Ⅱ09 Ⅱ a 1

T Ⅱ10 Ⅱ a 1 123,7

T119 Ⅱ a ７
′ 1,7369

T■ 20 Ⅱ a 1,1872

T Ⅱ19・ 20 Ⅳ上面 14.9

T Ⅱ28 Ⅱ a 6 60.3

T Ⅱ29 Ⅱ a 10 110.2

T Ⅱ30 Ⅱ a 169 2,554.5

T Ⅱ39 Ⅱ a 60.5

T Ⅱ40 Ⅱ a 5814
T■ 66 Ⅱ a 1809

T Ⅱ67 Ⅱ a

T Ⅱ68 Ⅳ上面 209.6

T Ⅱ70 El a 68.8

T Ⅱ70 Ⅲ 150.4

T Ⅱ77 Ⅱ a 2 43.8

T Ⅲ01 ll a 1

T Ⅲ04 Ⅱ a 361.5

T Ш05 Ⅱ a 375,3

T Ⅲ05 V 197.4

T Ⅲ06 Ⅱ a 46 1.117.5

T Ⅲll Ⅱ a 68 612.4

T Ⅲ15 Ⅱ a つ
々 421.9

T Ⅲ21 Ⅱ a ７
′
盗
υ 794.3

T Ⅲ31 Ⅱ a 34 532.3

T Ⅲ41 Ⅱ a 134 1782.4

T Ⅲ41 Ⅱ～Ⅲ 907.0

T Ⅲ51 Ⅱ a 146.2

T Ⅲ52 Ⅱ～Ⅳ 4 34.5

T Ⅲ53 Ia 289,6

調査区南側 1,3911

調査区南側 Ⅱ a・ b ７
ｒ 3,076.1

調査区南側 Ⅲ 151.7

調査区南側 Ⅳ上面 6 65.0

調査区南側 V上面 8 64.2

調査区南側 杭苦と 151.0

調査区南側 表採 327.5

調査区】ヒ側 I 20

調査区】ヒ側 Ⅱ 160 3.441,4

調査区北側 Ⅳ 1

調査区北側 表採 8 2955
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π
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Π
■
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ユ
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35
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1
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4
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02
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4
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5
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0
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2
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Ⅳ
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・
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ユ
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Ⅱ
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Ⅳ
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20
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1^
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1
1

1

T 
Ⅱ
30

Ⅱ
a
4
7_
66
7_
3

T 
Ⅱ
40

Ⅱ
a

30
6_
4

1

T 
Ⅱ
59

Ⅳ
_L
面

6f
16

1

T 
Ⅱ
65

Ⅱ
a

12
0^
2

1

T 
Ⅱ
66

Ⅱ
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Ⅱ
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2 縄文時代の遺構・遺物

2 縄文時代の遺構・遺物

縄文時代の遺構は、南北の調査区で確認されている。調査区南側では竪穴住居跡 2棟、土坑 9基、

遺物集中ブロック3カ所、調査区北側では竪穴住居跡 2棟、土坑 1基、遺物集中ブロック1カ所であ

る。遺物が出土する主体層位は、前者はⅡa・ b層、後者はⅡ層である。これらは基本層序で述べたよ

うにほぼ同一層と判断している。

(1)竪 穴 住 居 跡

S 101

[位置]調査区南側のT Ⅱ48。 49・ 58・ 59グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。本遺構は調
査区の中で最も高い標高約205mの面にあり、東に張 り出した丘陵部の中央に存在している。 S102
は2m南西に位置する。本遺構の西壁は生涯学習文化課による試掘 トレンチで削平されている。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は南北5,41× 東西5.04mで ある。

[堆積土]黒褐・暗褐色土が主体で 4層 に分層される。Ⅱb層 に近似しているが、基本層序では主体層
を確認できなかった。斜面に平行したなだらかなレンズ状の堆積が認められることから自然堆積であ

る。

[壁 。床面]壁は外傾して立ち上がる。 残存状況の良い西壁は15cmに なる。斜面下方にある東壁は
ほとんど立ち上がらない。床面はⅣ層を掘り込んで形成され、やや硬 くしまる。地形とほぼ平行して

おり東に向かって緩やかに傾斜している。

[炉]炉は検出されなかったが、住居の南東隅において焼上の広がりを確認できた。堆積がほとんど

認められないため流出したものと想定されることから、設置箇所は不明だが床面において存在してい

たと考えられる。

[柱穴・土坑]柱穴 7個を検出している。平面形は円形もしくは楕円形、開口部径は25～66cm、 深さ
は10～ 16cmである。それらは斜面の低い東壁際で半円状に配置されている。

[出土遺物]土器370点 、石器105点が埋土中から床面にかけて出土している。それらの大半は床面中
央付近にまとまっている。 1～ 3'7・ 10～ 13・ 16～ 18。 21・ 24・ 26・ 30。 33～ 39は床面から、その

他は埋土から出土した遺物である。

1・ 2は深鉢 I tt。 法量はそれぞれ異なる。 1は口縁部から体部上半部のみが残存し、それより下

位は住居内において認められない。日縁部は波状を呈しており、欠損しているものの 4単位であった

と思われる。S字文が施文され大木10式に比定される。 3は深鉢Ⅵ類。文様は 4本の横位縄文帯で区

画されている。その間にJ字を縦位に配列し、一番下位には」字もしくは0字が認められる。縦位に配

列されたJ字文を斜位状の縄文帯で区画している。 4・ 5は深鉢の底部。両者共に網代痕がある。

6・ 7・ 11。 23は口縁部に隆帯が貼付けられ、 6'7・ 11は波状縁と23は平縁である。 7・ 11は細い隆

帯を弧状に貼付けている。 8。 13。 16は、口縁部に縄文を施文し、その下位には沈線を一条巡らして

いる。13は縄文帯に粘土粒が只占付けられ、 8は沈線の下位に方形状もしくは楕円形状に沈線が施文さ

れている。12・ 17・ 18・ 22は 口縁部付近に沈線が認められ、12・ 17・ 18は深鉢Ⅱ類、22は器形不明だ

が波状縁を呈する。20。 21は体部片。20はボタン状の粘土粒が只占付、21は」字文が認められる。23は

折り返し口縁部に縄文が施文され、その下位に沈線を巡らしている。19は K字文が認められ大洞Cl式

に比定される。 9。 10・ 14・ 15・ 18は粗製深鉢である。複数の器形が認められ、口縁部は波状縁と平

―- 24-―
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2 縄文時代の遺構・遺物
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第15図  S101遺物出土状況

縁がある。19以外は中期末から後期初頭に属する土器群である。

剥片石器は製品は少なく剥片が多くの割合を占め、製品の中でも楔形石器が多い。石材は主に頁岩

が用いられている。24は両側縁に二次加工が施されている不定形石器である。25～28は楔形石器。す

べて I類である。礫石器は剥片石器に比べ多く出土している。主要な石材は閃緑岩である。30。 35・

86・ 38は I類。29は Ⅱ類。32と 371ま Ⅳ類。34は Vtt。 31は Ⅵ類。391よ Ⅸ類。本遺構からは加工する道

具が多く出上していることが特徴である。

[所属時期]出土遺物から縄支時代中期末から後期初頭と考えられる。

S 102

[位置]調査区南側のT Ⅱ67・ 68グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。本遺構は、 S101と
同様の面にあ り、東に張 り出した標高205mの丘陵の縁辺部に存在 している。この縁辺部は林道によ

り斜面が削平 されていることから、商壁の一部は残存 していない。隣接する S Iolは 2m北東に位置
する。

[平面形・規模]残存している平面形は不整楕円形である。規模は東西4.81×南北4.42mで ある。
[堆積土]黒色・暗褐色土が主体で 5層に分層される。Ⅱb層に近似しているが、基本層序では主体層
を確認できなかった。なだらかなレンズ状の堆積が認められることから自然堆積である。

―- 26 -―
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Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果
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2 縄文時代の遺構・遺物
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2 縄文時代の遺構・遺物
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[壁・床面]壁は外傾して立ち上がる。残存が良好な西壁は28cmである。床面はⅣ層を掘 り込んで形
成されややしまり、東と南に緩やかに傾斜している。

[炉]地床炉が 1基確認された。床面中央よりやや東側にある。埋土は褐色上で単層あったが、精査

時の不備により層厚が不明となった。堆積土中の下位から土器が出上している。

[柱穴・土坑]柱穴 9個、土坑 1基を検出している。東壁際に配置され、斜面の下方にまとまって存
在する。

土坑は床面中央より西壁側にある。平面形は円形、規模は77× 72cm、 深さは30cmである。

柱穴は斜面下方の東側に集中して存在している。平面形は円形もしくは楕円形、開口部径は18～

62cm、 深さは 6～24cmで ある。壁際に設置されているPit l・ 2・ 3・ 6・ 7は概ね半円状を呈して

いる。

[出土遺物]土器99点、石器20点が床面を中心に出土している。削平されている南壁側に集中して認
められたことから流出した可能性が高い。49・ 52以外の遺物はすべて床面から出土したものである。

40は深鉢Ⅶ類。41。 44は 同一個体。S字文が認められることから大木10式 に比定される。43は 口縁部

に細い沈線が施文されている。42・ 45。 46・ 47は粗製の深鉢である。47は波状縁を呈する。42と 48は

単軸絡条体が認められている。

石器は剥片石器より礫石器が多い。この傾向は S Iolと 同様である。剥片石器は製品よりも剥片が

多 く、石材は頁岩が多用されている。49は石鏃。剥離が製作段階で止められていることから失敗によ

り廃棄された可能性が考えられる。礫石器は I類及びその複合したものが多 く出土している。石材は

安山岩と凝灰岩が主体である。52・ 54は I tt。 50は Ⅲ類。51・ 58はⅥ類。53・ 57はⅣ類。56は Ⅶ類。

59は Ⅷ類。

[所属時期]出土遺物から縄文時代中期末から後期初頭と考えられる。

S 103

[位置]調査区北側のQⅣ 06・ 07。 16。 17グ リッド、標高183mの東に面した緩斜面に位置する。検出

層位はⅣ層である。約10m北西にはS104が存在する。

[平面形・規模]平面形は不整円形。規模は4.64× 4.28mで ある。

―- 32 -―



Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果
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第22図  S102出土遺物 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物
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第25図  S103出土遺物

[堆積土]Ⅱ 層相当と思われる黒色土を主体とした 7層 に分層される。 4層 は焼上の含まれる層であ

る。なだらかなレンズ状堆積が見られることから自然堆積と考えられる。

[壁・床面]壁は外傾して立ち上がる。残存状況の良い西壁の高さは約30cmに なる。床面はV層上面

までほぼ水平に掘 り込まれており、礫の露出する部分もあるが概ね硬くしまっている。

[炉]地床炉を床面中央付近で 1基検出した。強い焼成痕と炭化粒が■4× 72cmの範囲で拡がる。堆

積土中に見られた焼土層はこの地床炉に起因するものと思われる。

[柱穴・土坑]柱穴 5個 を検出した。平面形は円形もしくは楕円形、開口部径は18～ 42cm、 深さは12

６８

０
ｍ
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Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果

～32cmである。これらは住居中央よりやや東側で不規則に配置されている。

[出土遺物]埋土中から床面にかけて土器142点、石器 1点が出土している。床面からは60・ 62～ 66が

出上し、他の 3点は埋土中からの遺物である。

60の鉢は沈線を両脇に施した 2個一対の山形突起を有する口唇部。その山形突起の直下に 2個一対

の粘土瘤を貼 り付けた変形工字文が施文されており、大洞A'式 に比定できる。61は深鉢 Vtt。 肩部に

複数条の沈線、頸部に幅が広く磨 り消しの無紋帯、外傾する口縁部の内面に沈線を施すといった施文

の特徴から二枚橋式土器に近似するものと思われる。

[所属時期]出土遺物から縄文時代晩期末葉に属する。

S 104

[位置]調査区北側のPⅣ 84・ 85。 94・ 95グ リッド、標高183mの東に面した斜面に位置する。検出層

位はⅣ層である。約10m南東にはS103が存在する。

[平面形 。規模]平面形は不整楕円形である。規模は7.36× 4,08mで ある。

[堆積土]Ⅱ 層相当と思われる黒色土を主体とした 8層に分層される。自然堆積である。

[壁 。床面]壁は外傾して立ち上がる。残存状況の良い西壁の高さは約40cmに なる。床面はV層上面

までほぼ水平に掘 り込まれており、全体的に硬くしまっている。

[炉]床面中央からやや東側で石囲炉 1基を検出した。断面観察によって 1層が埋土、以降の 2～ 7

層は焼成の度合いの差であり、掘り込みは浅いことが確認された。炉石に使用されていた礫の石材は

安山岩 4個、チャート3個、砂岩と頁岩がそれぞれ 1個で総重量は66,671.5gで ある。

[柱穴・土坑]柱穴 9個 を検出した。平面形は円形もしくは楕円形、開口部径は24～52cm、 深さは10

～40cmである。これらは炉の周囲で東側を欠き西壁に沿って半円状に配置されている。

[出土遺物]埋土中から床面にかけて土器98点、石器17点が出上している。69・ 70。 270は床面、他の

14点は埋土中からの遺物である。

72・ 74の鉢は平行沈線及び刻み日、日縁部に細かい刻みが連続する波状口縁でそれぞれ施文される

ことからいずれも大洞Cl式に比定できる。75の深鉢は入組三叉文が施文されることから大洞B式に比

定できる。76の鉢 。浅鉢は工字文が確認できることから大洞A式に比定できる。78・ 791ま注口土器で

ある。78は工字文が施文されることから大洞A式、79は磨消縄文によるX字文が施文されることから

第 4表 S104炉石観察表

出土地点 出土層位 器種 重さ(g) 石材 産地 (生成時期 ) 登録No

S 104 床直 炉石 2,090.9 チャー ト 北上山地 (中生代三畳紀～ジュラ紀 ) 377

S 104 床直 炉石 3,329.0 買岩 北上山地 (中生代三畳紀～ジュラ紀 ) 378

S 104 床直 炉石 10,0000 砂岩 奥羽山脈 (新生代新第二期)

S 104 床直 炉石 7,963,0 安山岩 奥羽山LFR(新生代) 382

S 104 床直 炉石 13,742.4 安山岩 奥羽山脈 (新生代)

S 104 床直 炉石 5,000.0 チャー ト 北上山地 (中生代三畳紀～ジュラ紀 ) 380

S 104 床直 炉石 996.8 安山岩 奥羽山脈 (新生代) 375

S 104 床直 炉石 6,0000 安山岩 奥羽山脈 (新生代)

S 104 床直 炉石 17,5494 チャー ト 北上山地 (中生代三畳紀～ジユラ紀 )
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2 縄文時代の遺構・遺物
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Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果

大洞Cl式にそれぞれ比定できる。80の壷は変形工字文の施文がされることから大洞AI式 に比定でき

る。69・ 70の鉢は顕部で内反し、無紋の口縁部で外反する。共に大洞A～ Af式に類似する土器が認め

られる。

[所属時期]出土遺物から縄文晩期末葉に属する。

[備考]本遺構の東側で柱穴 5個を検出した。これらは住居内において検出した半円状の柱穴配置の

欠けている東側を補い、炉を中心とした円形の配置となる。また、住居内柱穴との埋上を比較すると

概ね近似する。従って本遺構の床面、及び壁面が確認されなかった東側はⅡ層に相当する堆積上が形

成される時期とほぼ同じ時期に斜面下方へ流出し、掘り込みの深い柱穴のみが痕跡として残ったとい

う推定がされる。この流出以前とした推定規模及び平面形は直径7.3m程の円形となる。

(2)埋 設 土 器

S R01

[位置・検出層位]S Ⅲ 63グリッドに位置する。検出層位はⅣ層上面である。本遺構は削平により上器

の上半部が削平されている。

[埋設土器の状態]土器は正立。土器は上半部が破損し体部下位から底部のみの残存していた。

[平面形・規模]掘 り方の平面形は不整形である。規模は79× 67cmで ある。

[堆積土]暗褐色土である。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

[出土遺物]土器51点出土している。これらは概ね個体に復元できた。埋設土器以外に別個体が 1点

ある。85は深鉢Ⅱ類。口縁部は波状縁を呈し、日縁部直下に列点が隆帯と平行して施文されており、

大木10式に比定される。86は体部。埋設土器と別個体であるが、大木10式に比定される。斜面上方に

あるブロック 2からの流れ込みによるものと考えられる。

[所属時期]出土遺物から縄文時代中期末に属する。

(3)焼 土 遺 構

S N01

[位置・検出層位]TⅢ 6グリッドに位置する。検出層位はⅡ層中である。

[平面形 。規模]平面形は円形である。規模は59× 57cm、 層厚は 6cmである。

[堆積土]燈色土主体で 3層に分層される。

[出土遺物]土器13点出上している。時期不明の粗製土器である。

[所属時期]検出層位から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。

S N02

[位置 。検出層位]調査区北側のPⅣ 84グ リッド、標高184,7mの東に面した斜面に位置する。検出層

位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は精円形である。規模は68× 48cm、 層厚は8cmである。

[焼成]黒褐色のⅣ層上が赤褐色土に変化している。

[出土遺物]焼土中から剥片が 1点出上している。

[所属時期]検出層位から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。
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2 縄文時代の遺構・遺物

S N03

[位置・検出層位]調査区北側のRⅣ 94グ リッド、標高187.lmの 北に面した斜面に位置する。検出層
位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は不整形である。規模は100× 76cm、 層厚は 8cmである。

[焼成]黒褐色のⅣ層上が赤褐色土に変化している。縁辺部はにぶい赤褐色土への漸移的な変化が見
られる。

[出土遺物]な し。

[所属時期]検出層位から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。

(4)土   坑

S K01

[位置・検出層位]T Ⅲ24グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1,79× 1.28m、 深さは24cmである。

[堆積土]Ⅱ a層に類似した黒色・黒褐色土を主体として 3層に分層される。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

[出土遺物]埋土中から縄文土器 2点が出土している。

[所属時期]埋土主体層から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。

S K02

[位置 。検出層位]T Ⅱ59グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。

[平面形 。規模]平面形は円形である。規模は1.15× 1.01m、 深さは14～32cmである。

[堆積土]Ⅱ a層に類似した暗褐色土を主体として 5層に分層される。

[壁・底面]壁は直立して立ち上がる。底面は平坦である。

[出土遺物]埋土中から縄文土器 2点が出土している。

[所属時期]埋土主体層から縄支時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。

S K03

[位置 。検出層位]T Ⅱ59グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は89× 78cm、 深さは12cmである。

[堆積土]Ⅱ a層に類似した暗褐色上を主体として 2層に分層される。

[壁・底面]壁は概ね直立して立ち上がるが、西壁のみ内湾する。底面は平坦である。

[出土遺物]な し。

[所属時期]埋土主体層から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。

S K04

[位置 。検出層位]T Ⅱ08・ 09グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。
[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は85× 57cm、 深さは6cmである。

[堆積土]Ⅱ a層に類似した黒色上である。

[壁・底面 ]壁は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、東側が若干高い。

[出土遺物]埋土中から縄文土器 3点が出上している。
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Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果
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2 縄文時代の遺構・遺物

[所属時期]埋土主体層から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。

S K05

[位置・検出層位]S Ⅲ 51グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。

[平面形 。規模]平面形は楕円形である。規模は2.12× 0.81m、 深さは16cmである。

[堆積土]Ⅱ a層に類似した黒色上である。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、東端は小穴の掘り込みを有する。

[出土遺物]埋土中から縄文土器 2点が出土している。

[所属時期]埋土主体層から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。

[備考]平面形状から陥し穴の可能性も考えられるが、底面に逆茂木痕等は認められない。

S K06

[位置 。検出層位]SⅢ 41・ 51グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形状は楕円形である。規模は1,79× 0.85m、 深さは24cmである。

[堆積土]Ⅱ a層に類似した黒色上である。

[壁・底面]壁はほぼ直立して立ち上がる。底面は皿状である。

[出土遺物]埋土中から縄文土器 6点が出土している。

[所属時期]埋土主体層から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。

[備考]平面形状から陥し穴の可能性も考えられるが、底面に逆茂木痕等は認められない。

S K07

[位置 。検出層位]S Ⅲ 52グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は精円形である。規模は88× 55cm、 深さは16cmである。

[堆積土]Ⅱ b層 に類似しているが、やや暗味の強い黒色上である。

[壁・底面]壁は直立して立ち上がる。底面は皿状である。

[出土遺物]埋土中から縄文土器 7点が出上している。

[所属時期]坦土主体層から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。

S K08

[位置 。検出層位]T Ⅲ04グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。

[平面形 。規模]平面形は楕円形である。規模は93× 74cm、 深さは14cmである。

[堆積土]Ⅱ b層 に類似した黒色土を主体として 3層に分層される。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、東に向かって緩やかに傾斜している。

[出土遺物]埋土中から縄文土器19点が出土している。88・ 89は深鉢である。89は大木10式に比定さ

れる。ブロック 2から流れ込んだ可能性が高いと思われる。

[所属時期]埋土主体層から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。

S K09

[位置・検出層位]TⅢ 15グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1.17× 0.93m、 深さは16cmである。
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2 縄文時代の遺構・遺物

87

第31図  S R01・ S K08・ 09出土遺物

[堆積土]Ⅱ a層である黒色土を主体として 2層に分層される。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は若子の凹凸があるもののほぼ平坦である。

[出土遺物]埋土中から縄文土器 4点が出土している。87は鉢 I類、大洞Cl式に比定される。本遺物

はブロック3と 同様、ブロック 1か ら流れ込みによるものと思われる。

[所属時期]埋土主体層から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明。

S K10

[位置・検出層位]調査区北側のPⅣ 88グ リッド、標高183.7mの 東に面した斜面に位置する。検出層

位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は82× 52cm、 深さは28cmである。

[堆積土]Ⅱ 層相当と思われる黒色土を主体として 3層に分層される。

[壁・底面]概ね平坦な底面から壁は外傾して立ち上がる。

[出土遺物]な し。
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Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果

[所属時期]検出層位から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明である。

(5)遺構外出土遺物

遺構内の出土遺物は上記の通りである。ここでは遺構外の出土遺物のみ記載を行うこととする。

遺構外において遺物がまとまって出土する範囲が大きく4カ所確認できた。それらのブロックを図

に示しておいた。それらのブロック1～ 4か ら出上した遺物の特徴を抽出しておく。土器・石器の各

ブロックごとの出土総量は第 5表の通りである。

第32図  ブロック分布図

第 5表 ブロック別出土遺物一覧
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2 縄文時代の遺構・遺物

ブロック 1

南側調査区のT Ⅱ09～ 40、 T Ⅲ01～31グ リッド付近でⅡa層を中心に出土している。出土総量は、土

器は498点、8,331.9g、 石器は29点 である。遺物の出土はT Ⅱ19。 30グ リッドが中心であり、土器はT
Ⅱ30グ リッド、石器はT Ⅱ20グ リッドから主に出土している。土器と石器の出土傾向はほぼ同じであ

る。本ブロックの約10m南 には S101・ 02が位置している。

土器は中期末から晩期まで多岐に渡るが、中期末から後期初頭に属するものが多 く認められる。石

器は剥片・磨製石斧・礫石器がある。遺物の詳細は後述する。

第 6表  ブロック 1出土遺物一覧
ブロック 十   器 石   器

出土地点 層位 個数 重量 (g) 個数 重量 (g)
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このブロック 1が形成された主体時期は

南側に隣接するS101と 同時期である。

ブロック 2

南側調査区のS Ⅱ80。 S Ⅲ 41～ 71グ リッ

ド付近でⅡb層 を中心に、Ⅲ層とⅣ層から

も出土 している。総量は、土器は951点、

15,186.lg、 石器は19点である。今回検出し

た遺物集中ブロックの中で最も出土総量が

多い。土器はS Ⅱ 80、 SⅢ 61・ 62グ リッドを中心に出土しているが、土器と石器の出土傾向において

関係性は認められない。本ブロックの東側斜面下方には S R01、 S101は約50m南方に位置している

が、周辺には竪穴住居などの遺構は検出されていない。

土器は中期末から後期初頭を中心としたものであり、他の時期に属する

器と礫石器が多く出土しているという特徴がある。遺物の詳細は後述する。

本ブロック周辺には先述したように当該期の遺構が存在していないこと

から、それらは調査区外に求められるものと考えられる。本ブロックの西

側、調査区外に面積の狭い比較的平担な面を確認できたことから、その範

囲に遺構が存在していると想定される。このことは土器の出土量が多いこ

とと比較的重量がある石皿などが認められていることから、本ブロックの

近接した場所に生活空間を想定しても差し支えないと思われる。よってそ

の平場に形成された遺構から流出した結果、本ブロックが形成されたもの

ものはない。石器は楔形石

土器ブロック別重量模式図

重量lgl

2,001～      A
l,501-2,000     B

l,001～ 1,S00     C

S01～ 1,000     D

101´ψ500       E

O.0～ 100      F

2,2550   2,3598
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第 7表  ブロック 2出土遺物一覧
ブロック 器 畢

出土地点 層位 個数 重量 (g) 個 数 重量 (g)
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Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果

と現時点では判断したい。

ブロック 3

南側調査区T Ⅲ05・ 06・ 15グ リッド付近でⅡa層 を中心に出土している。総量は、土器は127点、

2,212.lg、 石器は 2点である。T Ⅲ06グ リッドが中心である。所属時期が分かるものは、晩期に属す

る土器 1点以外には所属時期が不明の粗製土器である。石器は礫石器と砥石であり、点数は極めて少

ない。遺物の詳細は後述する。

本ブロック周辺には当該期の遺構は土坑のみであることから、斜面の上方20mに位置するブロック

1か らの流出したものと考えられる。砥石に限っては、形態から縄文時代に含まれるものとは考えら

れず、周辺には竪穴建物があることから、中世に属するものと思われる。

フロック 4

北側調査区PV87・ 88・ 97グ リッド付近でⅡb層から出上している。総量は、土器は158点、1,755。 4g、

石器は58点である。上器は縄文時代晩期の大洞BC～ A'式期に比定されるが、大半は大洞A～Ai式に

属するものである。石器は石鏃・楔形石器・石核・剥片などである。遺物の詳細は後述する。

本ブロック周辺には S103・ 04が存在しており、 S103は 5m南西、 S1041よ 15m西に位置している。

第 8表 ブロック3出土遺物一覧
ブロック 3 十 果 扁 器
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第 9表 ブロック 4出土遺物一覧
ブロック 4 器 器
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2 縄文時代の遺構・遺物
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第33図 ブロック 1遺物分布図

本ブロックの遺物の所属時期とS103・ 04がほぼ同時期にあり、それらの遺構より下位の緩斜面地

に本ブロックが形成されていることから、それらの遺構から流出した結果と考えられる。

各ブロックと層位一括で取り上げた土器を出土層位ごと、さらにその中で型式ごとにまとめて掲載

し報告しておく。出土した上器は以下のようなI～Ⅳ群に分けられる。 I群は大木10式の上器群、Ⅱ

群は馬立式を中心とした後期初頭の土器群、Ⅲ群は大洞BC～ A'式にかけての上器群、Ⅳ群は時期不

明の土器群である。

[I群](96～■7)

ブロック 1・ 2から主に出上している。口縁部が確認できるものには波状縁と平縁がある。器形は破

片が大半を占めているため不明な点が多いものの、深鉢 I・ Ⅱ類が主体で一部にⅨ類が含まれている。

96は内面、98は外面にそれぞれ鰭状突起を有する。波状口縁を呈し頭頂部に刻みを伴う。100。 102

は逆U字状の沈線が認められる。1041よ橋状把手が剥落しているが、体部の立ち上がりから深鉢Ⅸ類

と考えられる。その他は沈線と磨消縄文を組み合わせたS字文などで、粘土粒が貼付を伴うものと伴

わないものが存在している。■5・ 116は橋状把手。共に上下から穿孔されている。116は体部に縄文

を伴うことから本群に含めているが、■5は沈線が施文されていることからⅡ群に含まれる可能性が

器土
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Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果
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第34図 ブロック 2・ 3遺物分布図
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第35図  ブロック 1出土遺物 (1)



Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果

0     (1:3)    10cm

第36図  ブロック 1出土遺物 (2)

ある。

[Ⅱ 群](118～ 150)

ブロック 1・ 2か ら主に出土している。日縁部が確認できるものでは波状縁 と平縁がある。器形は

破片が大半を占めているため不明な点が多いものの、少なからずⅨ類が認められている。

118。 119は同一個体で深鉢Ⅸa類である。体部下半に最大径があり、その最大径の部分に横位の隆

帯が貝占付られている。器面が磨かれ、沈線によリコ字状の文様が施文されいる。これらは破損してい

ることから全体の文様構成は不明であるが、残存部位から左右姑称の可能性がある。120は口縁部は

久損しているものの球胴状を呈する胴部が認められることから深鉢Ⅸ類と思われる。J字 と三角状の

文様を磨消縄文で施文し、その下位に連弧文がある。121・ 122・ 126は口縁が波状を呈するが器形は

不明である。121は口縁と平行した沈線がめぐり、その沈線の下に 2対 1組のコ宇状の文様が磨消縄

文により施文されている。122は縦・横・斜位の平行沈線が引かれ、波頂部直下に二重の円形状の文

様がある。日唇部にも沈線が認められている。126は他とは異なる波頂部の形状を成し、日縁部に沿

って沈線が施文されている。123・ 125は共に平縁であるが器形は不明である。長さの異なる逆U字状

の隆帯が貼付られ、その直下の施文方法はそれぞれ異なる。123は磨消縄文と沈線、125は磨消縄文と

隆帯を組み合わせている。127・ 130。 139は細い沈線を平行もしくは鋸歯状に施文している。 128・

- 53 -―
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Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果
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第38図  ブロック2出土遺物 (2)

133・ 134は口縁部に縄文が施文され、その下に横位の沈線を巡らしている。さらにその直下は沈線に

より楕円状もしくは方形状の文様が横位に展開される。133のみ折 り返し口縁である。131は側面圧痕

が認められる。135。 136は長方形状の区画文があり、細い縦位隆帯貼付と沈線を組み合わせて施文し

ている。137・ 138はボタン状の粘土粒を貼付けている。141・ 1431ま共に無文で細かな磨きを伴う。

141は隆帯貝占付けられ、118よ りやや小形であるが同じⅨ類の器形を呈していると思われる。1431ま頚

石器

m

土器

0   (1:4)  1∝ m
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2 縄文時代の遺構・遺物
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第39図 ブロック3出土遺物

部に平行沈線を巡している。142は楕円形状が横位に展開するものと思われる。143～ 150は網目状撚

糸が認められている。

包含層から―出上した土器から
―1後期のみを抽出した結果、馬立式の特徴に類似するものが多く認めら

れることから一括してこのような扱いをした。当然これらの中には137や 138の ように異なる型式の上

器が含まれていると思われるが、担当者の勉強不足と当該期|の上器群が不明瞭であったためこのよう

な体裁を採っている。

[I～Ⅱ群](151～ 160)

プロック1・ 2から主に出土した深鉢であ―る。深鉢 II類・ 1-類が主である。粗製であることからこ

のような時期を跨るような扱いをしている。159の ように直1立する口縁部が認められ、Ⅸ類も僅かに

存在していることが窺える。

[Ⅲ群](161～ 190)

94・ 95は I層、他は全て遺物包含層であるⅡa・ b層から出土した。

<大洞BC式 >107は鉢 I類、161～-1631ま鉢Ⅱ類、165。 1701ま鉢Ⅳ類、175'1761ま 台付鉢である。

―-56-―
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2 縄文時代の遺構・遺物

161・ 162・ 167は口縁部にC字状の沈線が施文される。163・ 1701よ口縁部に崩れた羊歯状文が 2連山

形突起と結合しながら施文される。165は日縁部に上下で対になる弧線文とその直下には 2条の沈線

がめぐる。175の口縁部はB字状突起を有する。肩部文様帯には羊歯状文が施文される。台部分は基

部付近に沈線と刻みにより形成される粘土瘤が盛り上がったような意匠となる。これは176の台付鉢

も同様の施文がなされている。

<大洞Cl式 >166・ 1831よ鉢、181・ 1821ま浅鉢、187は注口土器である。166は山形突起を含む波状口

縁を成し、肩部には平行沈線の間に刻み目を有する。181～ 183・ 1871こ はそれぞれ部分的ではあるが

磨消縄文によるX字文、またはK字文が施文される。

<大洞C2式 >94は注目土器である。途中で貼 り付けられた 2個一対の粘土瘤を含む平行沈線が肩部

に数条めぐっている。胴部は雲形文が施文されている。

<大洞A式 >164。 169。 1801よ鉢、178は台付浅鉢である。169・ 1801よ共に工学文が施文される。164

は 2条の平行沈線が下方へ斜行しつつ工字文を形成するもので、大洞A式の中でも新段階と思われる。

178は台の基部直下に平行沈線が数条めぐる。

<大洞A'式 >168は鉢Ⅲ類、173は深鉢、179は浅鉢、185。 186は壷である。179。 185。 186は変形工字

文の施支された部分に 2個一対の粘土瘤が只占り付けられる。1731よ矢羽状沈線文、もしくは波状工字

文に近似する施文がなされる。168は頚部に細い数条の沈線が斜行し合い、煩雑な矢羽状沈線文が施

文される。

<その他>171・ 1721よ鉢。171は日縁部に、1721ま胴部にそれぞれ簡素な平行沈線。184は浅鉢。体部

下方に直線的な平行沈線を有する。

[Ⅳ群](191～236)

基本的には粗製の深鉢である。上記の I～ Ⅲ群に含まれるものと思われる。時期区分が困難なこと

から本群に分類した。深鉢はⅣ・Ⅶ類が認められる。ここでは本群で扱っているものの時期が示唆で

きるものと文様が施文されているもののみまとめておく。

199。 218は指頭圧痕による波状口縁と203・ 223は口縁部直下に指頭圧痕による凹列は、それぞれⅢ

群の可能性がある。端部結節された縄文が施文されている201や など口縁部が比厚で折り返し口縁気

味な204。 208。 212・ 213・ 215な どはⅡ群の可能性がある。205・ 214。 215。 224・ 225は沈線が横位に

施文されている。

石   器
各ブロックから出土した石器を各出土層位ごと掲載し、器種ごとに報告する。先述したように土器

と同様Ⅱaob層 を中心に出土しており、それ以外の層からの出上が僅かに認められる。

[猛子朝次] (242・ 243)

Ⅱ類が 1点、Ⅲ類が 1点出土している。石材は242が瑶璃、2弼が頁岩である。両者共に剥離が中断

していることから製作段階での失敗品である可能性がある。これらはブロック 4か ら出土しているこ

とと使用石材が S104と 同じであることから、竪穴住居の時期と同じ縄文時代晩期末葉に属するもの

と考えられる。
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Ⅵ 野里上Π遺跡の調査成果

[石匙](244)

1点出上している。基部側の左側縁に二及加工を施し、摘みが形成されていることから石匙として

扱っている。刃部は基部に対して斜交している。

[箆状石器](245)

1点出土している。側縁と両端に部分的に細かな調整が認められ、平面・断面形状から本石器とし

ている。両面体を形成しているものの調整が全体に及んでいないことから、製作段階で廃棄されたと

考えられる。

[ス クレイパー類](237。 239・ 246'247・ 255・ 256)

I類 5点、Ⅱ類 1点である。Ⅱ類の先端部を作り出すような加工を施している246以外は、側縁も

しくは末端に加工が施されている。二次加工の昨出方法は片面調整と両面調整がある。石材は頁岩が

主体である。

[楔形石器](248～253)

全器種の中で最も多く出上しており、調査区問わず認められている。すべて I類で、石材は頁岩が

主体である。249・ 252・ 253は同一母岩である。

[不定形石器](238。 257・ 258)

剥片の一部に二次加工が施されているものである。石材は頁岩 。珪質頁岩である。

[石核](254・ 259)

4点出上してる。254は剥片を素材とし、側縁に打面を設定し周回させながら剥離作業を行ってい

る。259は打面転移を繰り返しながら剥離作業を行い、最終形態がサイコロ状を呈する。

[磨製石斧](240。 260～262)

4点がⅡ層を中心に出土している。 I類が 3点、Ⅱ類が 1点である。石材は蛇紋岩・粘板岩・閃緑

岩である。 I類は261以外はすべて欠損品である。Ⅱ類は扁平の石材を用い端部に剥離を行うことで

刃部を形成し、全体に研磨が施されている。

[聘艇疋了号子] (241、  263´ヤ276)

Ⅱ層を中心に25点出土している。V・ Ⅵ・Ⅶ類以外は全て認められ、 I類が最も多い。石材は安山

岩が主体である。263～266は円礫が用いられ、規模・形状共に類似している。267は XI類で末端に
刃部を形成している。268は砥石である。先述したように形態から縄文時代のものとは考えられない。

周辺に竪穴建物が存在することから流出してきたものと思われる。
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第41図 遺構外出土土器 (1)



Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果
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2 縄文時代の遺構・遺物
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第45図 遺構外出土土器 (5)
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第47図 遺構外出土土器 (7)
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第55図 遺構外出土石器 (5)
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第57図 遺構外出土石器 (7)

0   (1,4)  とtlcm



遺構外出土石器 (3)

Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果

276

0    (1:3)    lllcm

―- 77 -一



3 中世以降の遺構 。遺物

中世以降の遺構 。遺物

中世以降の遺構及び時期不明の遺構は、調査区の中で散在している。中世と考えられる竪穴建物跡

2棟、時期が特定できない土坑10基、柱穴28個ある。遺物は中世の可能性がある砥石以外は遺構内・

外からも出土が認められない。

S105・ 06は重複して検出された。検出状況は以下の通りである。

(1)竪穴建物跡

S 105

[位置 。検出層位]TⅢ 14・ 15・ 24・ 25グ リッドに位置する。丘陵の先端部、比較的傾斜の緩やかな

面に作られている。標高は約201mである。検出層位はⅡ層である。

[重複]S106と 重複しており本遺構が新しい。

[軸線方向]N-23° ―W。 西壁を基準としており、軸線は等高線とほぼ平行している。
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Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果

[平面形・規模]平面形は長方形である。北壁は試掘 トレンチにより削平されている。南東隅には方

形状と思われる張り出しが確認された。ただしこの張り出しは調査区外に延びていくため全容は不明

である。確認できた規模は南北3.74× 東西3.16mで ある。

[堆積土]黒色土層を主体として 7層に分層される。主体層位を基本層序では確認できていない。

[壁・床面]壁は外傾して立ち上がる。壁高は斜面上である西 。南壁は16～ 32cm、 斜面下である東壁

は 6cmである。床面はⅥ層上面まで掘り込まれ硬くしまり、ほぼ平坦である。

[柱穴]柱穴10個 を検出した。西壁沿いとそれに平行するように遺構の中央の合わせて 2列が配置さ

れている。柱穴の配置は、住居の平面形状とほぼ同じ長方形を呈する。柱間寸法は一定していない。

[出土遺物]縄文土器 7点が埋土上位から出上している。磨滅しているため図化していない。ブロッ

ク1からの流れ込みによるものと思われる。床面に礫が■点確認されたがすべて自然礫である。

[遺構の性格]S106と は異なり性格を示すものが認められなかったことから、本遺構の性格は不明
である。

[所属時期]遺構の平面形状と周辺遺跡の成果から中世に属する。

S 106

[位置・検出層位]TⅢ 3・ 4・ 13・ 14グリッドに位置する。 S105と 同様の立地条件と検出層位である。

[重複]S105と重複しており本遺構が古い。

[軸線方向]N-23° ―W。 西壁を基準としており、軸線方向はS105と 同じである。

[平面形・規模]平面形は長方形である。本遺構はS105と重複し、試掘 トレンチにより削平されて

いるため全容は不明である。おそらくS105と 同様の平面形であったものと思われる。規模は南北

499× 東西2.54mで ある。

[堆積土]黒褐色土層と主体として 6層に分層される。主体層位を基本層序では確認できていない。

[壁・床面]壁は外傾して立ち上がる。壁高は斜面上である北・西壁は30～ 36cm、 斜面下である東壁

の壁高は14cmと他の壁に比べ低い。床面はⅥ層上面まで掘 り込まれ硬 くしまり、ほぼ平坦である。

西壁付近の床面に西壁に沿って大きな礫が直線上に配置されていた。

[柱穴]柱穴15個 を検出した。東壁 。西壁に沿って配置されている。平面形は円形、開口部径は12～

30cm、 深さはPit15以外はほぼ同じである。柱間寸法は一定していない。

[出土遺物]土器 7点、石器 2点が出上している。石器のみを図化しており、他の遺物と同様、ブロ

ック 1か らの流れ込みによるものと思われる。91は 92と 93の接合資料である。接合資料の背裏面は上

下左右の方向から剥離作業が認められることから、頻繁に打面転移を繰 り返していることが窺える。

92と 93は両者共に不定形石器である。

柱穴の内側、壁と平行して礫が一列に配置され、礫の半数は被熟している。

[遺構の性格]床面において焼土は確認されなかったものの、配置されている礫の中に被熱している

ものも窺えたことから、 S105と は異なるJ陛格が考えられる。

[所属時期]遺構の平面形状と周辺遺跡の成果から中世に属する。

(2)土 坑

S Kll

[位置・検出層位]T Ⅲ05グ リッドに位置する。検出層位はⅡ層中である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は92× 54cm、 深さは16cmである。

―- 79-―



3 中世以降の遺構・遺物

黒色土曜 (75YR17/1) 粘性やや強く、
しまりやや弱い。小礫を徴量に含む。

黒色土層 (75YR 2/1) 粘性・しまり共に並。
皮粒を少量含む。

極暗褐色土層 (75YR 2/3)
粘性 。しまり共にやや強い。        B

赤褐色土層 (5YR 4/6)粘性 。しまり共にやや  ~
弱い。粘性やや弱い 炭粒を少量含む。

極暗褐色土層 (75YR28)

黒4Stttι遠七も
にや
馬聯ど:しまり共に

やや強い。小礫を少量含む。
暗褐色上層 (7昴浪 3/4)

粘性やや強く、しまり並。小礫を合む。
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3 中世以降の遺構・遺物

第10表  S106出土礫観察表
出十Jb貞 出 ■ 層 位 器 種 重さ (宜) 石 材 産地 (生成時期 ) 備 考 遺物No
S 床 直 不定形 2.4000 頁岩 騒 羽 IIIH雁

`野
岸 什 新 窒 =組 )

S 床 直 不定形 1_0030 頁碧 奥羽山脈 (新生代新第三紀 )
理 十 石 核 3670 チャー ト 司ヒ上山地 (中生代三畳紀～ジュラ紀 )

S 埋 土 礫石器Ⅶ 3780 安山岩 奥羽山脈 (新生代 )

S 埋 土 礫 石 器 Ⅶ 60■0 安山岩 奥羽山脈 (新生代)
S 床 古 石 核 55_3 凝灰岩 奥羽山脈 (新生代新第三紀 )
も 床 直 礫石器Ⅱ ? 7.000,0 砂 岩 奥羽山脈 (新生代新第二期 ) 被熱右 り 400

S 床 直 451.0 チ ャー ト 北上 山地 (中生代三唇組～ ジュラ組 ) 401

S 床 古 511_5 デ イサ イ ト 奥羽山脈 (新生代新第三期 ) 被熱有 り 402

S 床直 686.6 砂 岩 奥羽山Lrt 新生代新第三期 ) 被熱右 り

S 床 直 8377 安山岩 奥羽山脈 (新生代 ) 404
S 床 直 15319 チ ャ ー 北上山地 中生代三畳紀～ジュラ紀)
も 床直 1,6313 安 山岩 奥羽山脈 新生代 被熱有 り

S 床 直 花筒閃緑岩 北上山地 (中生代白亜紀 ) 粧熱右 り 407

S 床 直 26000 安山岩 奥羽山脈 (新生代 ) 408
S 床 苗 2,700.0 砂岩 奥羽山脈 新生代新第三期 ) 被熱有 り 409

S 床 直 安山岩 奥羽山脈 (新生代 ) 被熱右 り 4 0

S 床 直 5_5000 安山岩 奥羽山脈 (新生代) 4 1
S 床 古 6_Of10 0 砂岩 奥羽山脈 (新生代新第三期 ) 被熱有 り 4 2
S 床 直 6.200.0 チャー ト 北上山地 中生代三畳紀～ジュラ紀 ) 被熱有 り 4

S 床 直 7_500_0 チャー ト 北上山地 (中生代三畳紀～ジュラ紀) 4 4
S 床 盲 75000 砂岩 奥羽山脈 (新生代新第三期 ) 被熱有 り 4 5

S 床 盲 12.3000 チャー ト 北上山地 中生代三畳紀～ジュラ紀 ) 4 6
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第62図  S106出土遺物 (1)



Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果

第63図  S106出上遺物 (2)
―- 83 -―



3 中世以降の遺構 。遺物

[堆積土]黒色土主体で 4層に分層される。

[壁・床面]壁は外傾して立ち上がる。床面はほぼ平坦である。

[出土遺物]土器が 2点出土している。磨滅しているため図化していない。

[所属時期]不明。

S K12

[位置・検出層位]調査区北側のRⅣ 84グ リンド、標高187.7mの 北に面した斜面に位置する。検出層

位はⅡ層である。西側上端は生涯学習文化課の試掘 トレンチ、北東部分は撹乱と精査時の不備により

それぞれ削平されている。

[平面形・規模]平面形は不整楕円形である。規模は1.88× 1.00m、 深さは72cmである。

[堆積土]黒褐色土を主体とする 5層に分層される。なお、 1層には十和田aテフラを含んでいる。な

だらかなレンズ状堆積が見られることから自然堆積と思われる。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は南側に傾斜を持った平坦面である。

[出土遺物]な し。

[所属時期]堆積上の状況から平安時代以前に属すると思われるが詳細は不明。

S K13

[位置・検出層位]調査区北側のRⅣ 74・ 75。 84・ 85グ リッド、標高187.4mの 北に面した斜面に位置

する。検出層位はⅡ層である。撹乱により北側部分が肖J平されている。

[平面形 。規模]平面形は不整楕円形である。規模は116× 96cm、 深さは30cmである。

[堆積土]極暗褐色土を主体とする 2層に分層される。

[壁・底面]平坦な底面から壁は外傾して立ち上がる。壁、及び底面は共にしまりが強い。

[出土遺物]な し。

[所属時期]不明。

S K14

[位置・検出層位]調査区北側のRⅣ 94グ リッド、標高187.9mの 北に面した斜面に位置する。検出層

位はⅡ層である。北西側の一部分は生涯学習文化課の試掘 トレンチ、南東側と底面の一部は精査時の

不備によってそれぞれ削平されている。

[平面形・規模]平面形は不整楕円形である。規模は180× 112cm、 深さは42cmである。

[堆積土]暗褐色土を主体とする 3層に分層される。 3層には炭化粒が少量含まれる。

[壁・底面]平坦な底面から壁は外傾して立ち上がる。

[出土遺物]な し。

[所属時期]不明。

S K15

[位置・検出層位]調査区北側のRⅣ 26グ リッド、標高184.9mの 北に面した斜面に位置する。検出層

位はⅢ層である。

[平面形・規模]平面形は不整楕円形である。規模は84× 76cm、 深さは26cmである。

[堆積土]Ⅱ層相当と思われる黒褐色土を主体とした 2層に分層される。炭化粒が全体的に含まれる。

―- 84 -―
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Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果

レ 187鈍

極暗褐色土層 (75YR 2/3) 粘性・しまり共にやや強い。火山灰を
多量に含と。小礫を含む。

黒褐色土層 (7 5YR 212) 粘性並、しまり強い。小礫を多量に含む。

轟糧ζき景ぎi馨¥七法)1籍極:毒ど子美程ξ蓄議、。小礫を
少量含む。

い 185.lm

Iッ
″
`と

を意章憲憲

黒褐色土層 (75YR 2/2) 粘性並、しまりやや
弱い。災化粒を含む。

暗褐色土層 (75YR 3/4) 粘性。しま,共に並。
礫を含む。SK13

1 極暗褐色土層 ('.5YR 2/3)粘 性並、しまり
やや弱い。小礫を含む。

2 極暗鴇色土層 (7.5YR 2/3) 粘性やや弱く、
しまり並。

SK16
1 極暗褐色土層 (75YR 2/3) 粘性やや

強く、しまり並。礫を多量に含む。
2 暗褐色主層 (75YR 3/4) 粘性・しまり

共に並。礫を少量含む。

SK14
1 黒褐色土層 (7.5YR 3/2)
2 暗褐t土層 (7dR3/41
3 暗褐色土層 (75YR 3/3)

炭化粒を少量含む。

オ

SK15
1

2

しまり並。
しまりやや強い。
しまりやや強い。

が

い 18313m

SK18
1 黒褐色土層 (75YR 3/2) 粘性やや強く、しまり

やや弱い。小礫を含む。
2 極暗褐色土層 (75YR2/3) 粘性 =し まり共に並。

小礫を微量に含む。

0       (1:401        2m

粘性やや弱く、
粘性やや弱く、
粘性やや弱く―、

が
と=1843m

珈

Υ
ｒ

た

SK17
1 黒色土層 (7.5YR 17/1) 粘性やや弱く、

しまり並。炭化粒を少量含む。
2 橿暗褐色土層 (75YR 2/3) 粘性やや弱く、

しまり並。炭粒を少量含む。
3 土層 (75YR 3/4)砂 質シルト 活性・

しまり共に並。

】量維巽報r負祇勢跡髯鮒雲争ゃ建晨I聞葛え
3 黒色上層 (ltlYR2/1) 粘性 しまり共に並。
4 黒褐色土層 (lllYR3/1) 腐植土。

第64図  S Kll'ツ 18
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3 中世以降の遺構・遺物

[壁・底面]底面は中心に向かい橋鉢状に落ち込む。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

[出土遺物]な し。

[所属時期]不明。

S K16

[位置・検出層位]調査区北側のRⅣ 28。 38グ リッド、標高185.Omの 北に面した斜面に位置する。検

出層位はⅢ層である。          ´

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は76× 64cm、 深さは14cmである。

[堆積土]暗褐色土を主体とする 2層に分層される。上下で程度の違いはあるが礫が全体的に含まれる。

[壁・底面]平坦な底面から、壁は外傾 して立ち上がる。

[出土遺物]な し。

[所属時期]不明。

S K17

[位置・検出層位]調査区北側のQⅣ 89グ リッド、標高184,Omの 北に面した斜面に位置する。検出層

位はⅢ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は116× 76cm、 深さは16cmである。

[堆積土]暗褐色土を主体とする 3層に分層される。全体的に炭化粒が疎らに含まれる。

[壁・底面]概ね平坦な底面であるが、中心からやや北側では皿状の緩やかな落ち込みを持つ。壁は

外傾して立ち上がる。

[出土遺物]な し。

[所属時期]不明。

S K18

[位置・検出層位]調査区北側のQⅣ 69グ リッド、標高183.lmの 北に面した斜面に位置する。検出層

位はⅢ層である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は開口部径137cm、 深さは14cmである。

[堆積土]Ⅱ層相当と思われる黒褐色土を主体とした 2層に分層される。

[壁・底面]平坦な底面から、壁は外傾して立ち上がる。

[出土遺物]土器が12点出土している。磨滅しているため図化していない。

[所属時期]不明。

S K19

[位置 。検出層位]調査区北側のQⅣ 69グ リッド、標高183.lmの 東に面した斜面に位置する。検出層

位はⅢ層である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は開口部径180cm、 深さは40cmである。

[堆積土]極暗褐色土を主体とする 4層に分層される。

[壁・底面]概ね平坦な底面であるが、東側に落ち込みを持つ。壁は外傾して立ち上がる。

[出土遺物]土器が 2点出上している。磨滅しているため図化していない。

[所属時期]不明。

―-86-―



が

L=183.5m

SK49
1 黒褐色」雪 (7.5YR 3/2) 粘性やや強く、しまりやや弱い。

:愚愚掻鰯 毒桂こ:モξi七三ζ妥:強
い。

4極 暗褐
魚議曇ざ甲

R邪)Mt・やや強く、しまり並。

Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果

SK20

ェ     止

|

い 18412m

SK20
1 黒色土層 17 5YR 17/k) 粘性 。しまり共に並。小礫を含む。

第65図  S K19・ 20

S K20

[位置・検出層位]調査区北側のQⅣ 07・ 08グ リッド、標高184.Omの東に面した斜面に位置する。検

出層位はⅢ層である。

[平面形・規模]平面形は不整形である。規模は104× 48cm、 深さは18cxnである。

[堆積土]Ⅱ層相当と思われる黒色土を主体とした単層で構成される。

[壁 。底面]東側にやや落ち込む底面中心から、壁を経て開口部に到るまで緩やかに外傾して立ち上

がる。

[出上遺物]な し。

[所属時期]不明。

(3)柱穴状土坑

本調査区において28個を検出した。調査区南側で確認できたものは縄文時代の可能性があるがヽ基

本層序と対応関係が把握できないことから時期不明とした。規模等は1第■表の通りである。

第11表 柱穴観察表
選構名 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P ll P12 P13

位置 TI翻 T Ⅱ39 T Ⅱ39 S191 S皿 91 S180 S Ⅲ61 S Ⅱ62 S Ⅲ62 T Ⅱ05 T Ⅲ15 P Ⅳ85。 86 P Ⅳ85。 86

開口部径 (cml 硫 9 塁_9 46,1 309 Q9 703 43つ 323 39お mЮ る、0

深さ (こ耐 27望 25ね 記、5 17И 15つ 1,5 3拗 3&3 2α2 2.5 3仏 l lω ぬ_0

遺構名 P14 P15 P16 P17 P18 P20 P21 P22 P23 P24 Pあ P26 P27 P-28

位置 P Ⅳ85 P Ⅳ95 P Ⅳ95 R Ⅳ74 R W45 R Ⅳ24 R Ⅳ24 R Ⅳ26 R Ⅳ45 QWω RⅣ∞ RⅣけ RⅣ 24 QIV49 Q W58

開口部径 (ca) 2佃 盗 0 丞、0 43Ю 43Ю 1路0 3帥 n_o 5■0 盟 0 24Ю 40 22Ю 監 0 3星0

深さ (c耐 12Ю 160 32Ю lao 220 220 れ 0 220 510 心 10 盈 0 180 120 ぬ、0
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3 中世以降の遺構 。遺物
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第66図 野里上Ⅱ遺構配置図



Ⅵ 野里上 Ⅱ遺跡の調査成果
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第67図 柱穴 (1)
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SK12 

①
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第68図 柱穴 (2)



Ⅵ 野里上Ⅱ遺跡の調査成果
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縁
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縄
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縁
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縁
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縁
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縁
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縁
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縁
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縁
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縁
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縁
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縁
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縄
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縄
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縁
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縁
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縁
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縁
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縄
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縁
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縁
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縄
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I
口
縁
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床
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縁
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鉢
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床
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口
縁
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縄
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位
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部
装
飾
聡 ＜ ｃ
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Ⅲ
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縁
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縁
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縁
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縁
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Ⅲ
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縁
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体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文

LR
■
9

調
査
区
南
側
Ⅱ
a 
b層

深
鉢

体
部
磨
消
縄
文

LR

42
T 
Ⅲ
41

Ⅱ
a層

深
鉢

体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文

RL

42
調
査
区
南
側
Ia
・
b層

深
鉢

Ⅸ
体
部
沈
線
、
把
手
(穿
孔
あ
り
)

RL
45

14
9
S 
Ⅲ
81

Ib
層

深
鉢

Ⅸ
b
口
縁
横
位
隆
帯
・
把
手
(穿
孔
有
り
)

RL
(1
■
0)

17
42

S 
Ⅲ
41

Ⅱ
b層

深
鉢

体
部
隆
帯
、
磨
消
縄
文

RL

T1
30

Ⅱ
a層

深
鉢

Ⅸ
a
口
縁
～
体
部
沈
線
、
隆
帯

(1
50
)

T■
30

Ⅱ
a層

深
鉢

Ⅸ
a
体
部
～
底
部
沈
線
、
隆
帯

12
0
42

調
査
区
北
側
I層

深
鉢

Ⅸ
体
部
～
底
部
沈
線
、
磨
消
縄
文

LR
42

S 
Ⅲ
41

Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅳ
?
口
縁
～
体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文

RL
波
状

12
2

調
査
区
北
側

Ⅱ
層

深
鎌
Vo
rb
口
縁
～
体
部
沈
線
、
隆
帯

波
状
、
沈
線

43
S1
70
,S
 
Ⅲ
6
Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅶ
口
縁
～
体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文
、
隆
帯

RL

T 
Ⅲ
4ユ

Ⅱ
～
Ⅲ
層

深
鉢

口
縁
沈
線
、
磨
消
縄
文

LR
11
0と
同
一
個
体

43
20
2
S 
Ⅲ
62

Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅶ
口
縁
～
体
部
隆
帯
、
磨
消
縄
文

LR

T 
Ш
4ユ

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁

沈
線

突
起

12
2
調
査
区
南
側

I層
深
鉢

口
縁
沈
線
、
磨
消
縄
文
、
刺
突
列

RL
8

T 
Ⅱ
29

Ⅱ
a層

深
鉢

Ⅵ
?
口
縁
沈
線
、
磨
消
縄
文
、
口
縁
部
肥
厚

RL
43

S 
Ⅲ
41

Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅶ
口
縁
沈
線
、
磨
消
縄
文

19
3と
同
一
個
体

17
4
T1
68

Ⅱ
a層

深
鉢

Ⅳ
口
縁
横
位
沈
線

LR
'網
目
状
撚
糸
F

S1
70
,S
 
Ⅲ
6
Ib
層

深
鉢

口
縁

LR
側
面
圧
痕

調
査
区
南
側
Ⅱ
a・
b層

深
鉢

Ⅱ
口
縁
沈
線
、
磨
消
縄
文

RL

43
S 
Ⅲ
53

Ⅱ
b層

深
鉢

口
縁
沈
線
、
口
縁
部
肥
厚

RL
16
8
T1
30

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁
沈
線
、
磨
消
縄
文

RL
波
状

S1
70
,S
 
Ⅲ
6
Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅸ
体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文
、
隆
荷

RL
10
1と
同
一
個
体
の
可
能
性
あ
り

13
6

S1
70
,S
 
Ⅲ
6
Ⅱ
b層

深
鎌

Ⅸ
体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文
、
隆
帯

RL
10
4と
同
一
個
体

調
査
区
北
側

Ⅱ
層

深
鉢

体
部
沈
線
、
粘
土
粒
貼
付
、
磨
消
縄
文

RL

調
査
区
南
側
Ⅱ
a・
b層

深
鉢

体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文
、
粘
土
瘤
貼
付

RL

14
3
調
査
区
北
側
I層

深
鉢

体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文

LR

磯 潮 　 糾

― Ｉ 　 Φ ト 　 ー ー
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第
15
表
 
上
器
観
察
表
(4
)

勘 血
醐 配
図 α

写 Ｎ
鍛 Ｌ
出
土
地
点

層
位

練
分
類

部
位

外
面
文
様

内
面
文
様

地
文

口
唇
部
装
飾
唯 ぐ ｃ
ｍナ
離 ぐｃ
ｍ＞
絲 ぐ ｃ
ｍ＞

備
考

40
調
査
区
南
側
Ⅱ
a'
b層

深
鉢

体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文

RL

S 
Ⅲ
94

Ⅱ
a層

深
鉢

Ⅸ
体
部
沈
線

42
12
3
調
査
区
南
側
I層

深
鉢

体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文

LR

S 
Ⅲ
85
'9
5
Ⅱ
a層

深
鉢

Ⅸ
体
部
沈
線

44
調
査
区
南
側
Ⅱ
a・
b層

深
鉢

体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文
、
穿
孔

LR

S 
Ⅲ
62

Ⅱ
b層

深
鉢

体
部
隆
帝

46
調
査
区
北
側

Ⅱ
層

深
鉢

体
部
隆
帝
(穿
孔
あ
り
)

47
S 
Ⅲ
61

Ⅱ
b層

深
鉢

体
部

H軸
絡
条
体
R

48
T 
Ⅲ
31

Ⅱ
a層

深
鉢

体
部

円
目
状
撚
糸
L

49
T 
Ⅲ
21

Ⅱ
a層

深
鉢

体
部

冊
目
状
撚
糸
と

15
0

T 
Ⅱ
68

Ⅱ
a層

深
鉢

体
部

目
目
状
撚
糸
ニ

44
T 
Ⅱ
30

Ⅱ
a層

深
鉢

I
口
縁
～
底
部

RL
48
.3

44
T 
Ⅱ
30

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁

LR

44
16
6
T1
30

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁

LR

T 
Ⅲ
ll

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁

LR

45
T1
19

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁
～
底
部

RL
(9
 1
Jl

45
S1
70
.S
Ⅲ
6
Ⅱ
b層

深
鉢

I
口
縁
～
体
部

LR
端
吉
田結
旬

(2
86
)

T 
Ⅱ
20

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁

LR

T 
Ⅱ
20

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁

LR

S 
Ⅲ
62

Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅸ
b
口
縁
～
体
部

S1
70
,S
 
Ⅲ
6
Ⅱ
b層

深
鉢

I
口
縁
～
底
部

LR
端
部
結
質

(3
30
)
(1
14
1

15
5
T 
Ⅱ
30

Ⅱ
a層

鉢
口
縁
～
底
部
沈
線
、
刺
突
、
磨
消
縄
文

RL
刻
み

(1
54
1

94
T1
30

Ⅱ
a層

鉢
口
縁
～
体
部
沈
線
、
刺
突

RL
刻
み

調
査
区
北
側

Ⅱ
層

鉢
口
縁
～
体
部
沈
線
、
刺
突

LR
突
起
(刻
み
有
り
)

■
9

16
4

P 
Ⅳ
87
・
97

Ⅱ
層

鉢
Ⅲ
口
縁
～
体
部
沈
線

LR
突
起
、
沈
線

42

47
調
査
区
北
側

Ⅱ
層

鉢
Ⅳ
日
縁
～
体
部
沈
線

沈
線

LR

47
P 
Ⅳ
87
・
97

Ⅱ
層

鉢
Ⅲ
口
縁
～
体
部
沈
線
、
刺
突

LR
突
起
、
刻
み

16
7
47
20
17
0
T1
30

Ⅱ
a層

鉢
I

口
縁
沈
線
、
刺
突
、
磨
消
縄
文

RL
刻
み

呼
14
0
P 
Ⅳ
87
・
97

Ⅱ
層

鉢
Ⅲ

口
縁

沈
繰

RL

18
6
T 
Ⅲ
21

Ⅱ
a層

鉢
Ⅳ

口
縁
沈
線

刻
み

17
0

T 
Ⅲ
04

Ⅱ
a層

鉢
Ⅳ

口
縁
沈
線
、
刺
突

突
起
、
刻
み

P 
h1
87
・
97

Ⅱ
層

鉢
D
口
縁
～
体
部
沈
線

LR

T 
Ⅲ
21

Ⅱ
a層

鉢
体
部
横
位
沈
線

LR

47
P 
Ⅳ
87
'9
7

Ⅱ
層

深
鉢

体
部

沈
線

LR
47

47
閉

P 
Ⅳ
87
・
97

Ⅱ
層

鉢
底
部
刺
突

≦ 岬 胸 肝 日 帥 堺 ③ 訓 叫 灘 湘
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第
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表
 
土
器
観
察
表
(5
)

働 �
醜 配

図 ０

写 Ｎ

録 ｏ

登 Ｎ
出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

部
位

外
面
文
様

内
面
文
様

地
文

口
唇
部
装
飾
唯 ＜ ｃ
ｍ＞
雖 で ｃ
ｍｊ
綿 で ｃ
ｍ＞

備
考

17
5

調
査
区
北
側

Ⅱ
層

台
付
鉢

口
縁
～
裾
郡
沈
線
、
刺
突

沈
線

LR
突
起
、
刻
み

調
査
区
北
側
I層

台
付
鉢

体
部
～
裾
部
沈
線
、
刺
突

LR

調
査
区
北
側

Ⅱ
層

台
付
鉢

体
部
～
裾
部
沈
線

LR

47
T 
Ⅲ
21

Ⅱ
a層

台
付
浅
鉢

高
台
部
横
位
沈
線

17
9

P]
「
87
・
97

Ⅱ
層

浅
鉢

口
縁
～
体
部
沈
線
、
粘
土
瘤

沈
線

沈
線

18
0
48

P 
IV
87
・
97

Ⅱ
層

鉢
口
縁
沈
線
、
粘
土
瘤

沈
線

調
査
区
南
側

ll
 a
・
b層

浅
鉢

体
部
磨
消
縄
文

1[
党
2

S 
Ⅲ
95

]a
層

浅
鉢

体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文

LR

調
査
区
北
側

Ⅱ
層

鉢
体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文

LR

P 
Ⅳ
87
・
97

Ⅱ
層

浅
鉢

体
部
沈
線

赤
色
顔
料
付
着

P 
Ⅳ
87
・
97

Ⅱ
層

子 笠
口
縁
～
体
部
沈
線
、
粘
土
瘤
貼
付

沈
線

P 
Ⅳ
87
・
97
I層

望
口
縁
～
体
部
沈
線
、
粘
土
瘤

沈
線

T 
Ⅲ
05

Ⅱ
a層

注
目

体
部
沈
線
、
磨
消
縄
文

LR

調
査
区
北
側

Ⅱ
層

深
鉢

Ⅲ
日
縁
～
底
部

LR
(2
20
)
(8
81

調
査
区
封ヒ
側

Ⅱ
層

深
鉢

Ⅲ
口
縁
～
体
部

LR
(2
02
)

48
調
査
区
北
側

Ⅱ
層

深
外

Ⅲ
口
縁
～
体
部

LR

ゆ
S 
Ⅲ
62

Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅳ
口
縁
～
底
部

RL
(2
00
)

27
2

T 
Ⅲ
06

Ⅱ
a層

深
鉢

Ⅳ
口
縁
～
体
部

RL
12
3

49
調
査
区
南
側
Ⅱ
a・
b層

深
鉢

皿
口
縁

LR

49
調
査
区
南
側
I層

深
鉢

Ⅱ
口
縁
穿
孔
あ
り

LR

49
調
査
区
南
側
Ⅱ
a・
b層

深
鉢

I
口
縁

RL

49
S 
Ⅲ
41

Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅳ
口
縁

RL

17
2
T 
Ⅱ
68

Ⅱ
a層

深
鉢

I
口
縁

RL
12
3

20
9
T 
Ⅲ
06

Ⅱ
a層

深
鉢

Ⅳ
口
縁

LR

P 
Ⅳ
87
・
97

Ⅱ
層

鉢
Ⅳ
口
縁
～
体
部

LR
皮
状
(頭
頂
郡
刻
み
あ
り
)

P 
W8
7・
97

Ⅱ
層

深
鉢

Ⅶ
口
縁
～
体
部

LR

20
1

T 
Ⅲ
41

Ⅱ
a層

深
鉢

Ⅶ
口
縁
～
体
部

RL
端
郡
結
何

20
2

調
査
区
南
側

I層
深
鉢

Ⅶ
口
縁
～
体
部

LR
内
外
面
共
に
煤
付
着

20
3

11
5
T 
Ⅲ
15

Ⅱ
a層

深
鉢

Ⅶ
口
縁
～
体
部

LR

20
4

2
T 
Ⅲ
30

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁
口
縁
部
ナ
デ
消
し
、
口
縁
部
肥
厚

LR

12
5
調
査
区
南
側
Ⅱ
a・
b層

鉢
口
縁
～
体
部
沈
線

RL
側
面
圧
娠

49
S1
70
,S
 
Ш
6ユ
Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅳ
口
縁

RL

49
S 
Ⅲ
53

Ⅱ
b層

深
鉢

口
縁

LR

調
査
区
南
側
Ⅱ
a 
b層

深
鉢

Vo
rW
皿

口
縁
口
縁
部
肥
厚

T 
Ⅲ
06

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁

LR

醐 　 潮 　 洲
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表
 
土
器
観
察
表
(6
)

勘 配
版 α

図 Ｎ
靱 醜
鶴 �
出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

部
位

外
面
文
様

内
面
文
様

地
文

口
唇
部
装
飾
唯 で ｃ
ｍ，
離 でｃ
ｍ＞
絣 で ｃ
ｍヶ

備
考

S1
80

Ⅱ
b層

深
鉢

口
縁
束
J突
列

調
査
区
南
側
Ⅱ
a・
b層

深
鎌

口
縁
～
体
部

RL

21
2

T 
Ⅱ
20

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁
口
縁
部
肥
厚

調
査
区
南
側
I層

深
鉢

口
縁
口
縁
部
肥
厚

15
0
S 
Ⅲ
95

Ⅱ
a層

鉢
Ⅲ

口
縁
沈
線

T1
30

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁
沈
線
、
口
縁
部
肥
厚

S 
Ⅲ
41

Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅳ
口
縁

RL

S皿
41

Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅶ
口
縁

RL

89
調
査
区
北
側

Ⅱ
層

深
鉢

Ⅶ
口
縁

LR
皮
状
(指
頭
に
よ
る
凹
み

T 
Ⅱ
20

Ⅱ
a層

深
鉢
凸 r
Or
刊
口
縁

LR

S 
Ⅱ
70
,S
 
Ⅲ
6
Ⅱ
b層

深
鉢

Ⅳ
?
口
縁

RL

P 
Ⅳ
87
・
97

Ⅱ
層

深
鉢

Ⅲ
口
縁
～
体
部

LR

22
2

調
査
区
南
側
Ⅱ
a・
b層

深
鉢

口
縁

RL

T 
Ⅲ
15

Ⅱ
a層

深
鉢

口
縁
部
口
唇
部
直
下
に
指
頭
に
よ
る
凹
み
列

LR

T 
Ⅱ
30

狂
a層

鉢
Ⅲ

口
縁
横
位
沈
線

L

22
5

調
査
区
南
側
Ⅱ
a・
b層

鉢
口
縁
沈
線

T 
Ⅲ
21

Ia
層

深
鉢

体
部

LR
内
面
煤
付
着

T 
Ⅲ
ll

Ⅱ
a層

深
鉢

体
部
～
底
部

RL

P 
Ⅳ
87
・
97

Ⅱ
層

深
鉢

体
部
～
底
部

LR
(7
61

22
9

P 
Ⅳ
87
・
97

Ⅱ
層

深
鉢

底
部

LR
45

23
0

S 
Ⅲ
53

Ⅱ
b層

深
鉢

底
部

調
査
区
北
側

Ⅱ
層

深
鉢

体
部
～
底
部

RL

2
T 
Ⅱ
40

Ⅱ
a層

深
鉢

底
部

2
S1
70
.S
 
Ⅲ
6
Ⅱ
b層

鎌
底
部

2
T 
Ⅲ
05

Ⅱ
a層

深
鉢

体
部
～
底
部

RL

23
5

2
19
2
T 
Ш
41

Ⅱ
～
Ⅲ
層

深
鉢

体
部
～
底
部

RL

2
調
査
区
北
側

Ⅱ
層

注
口

注
口
部

| 0ヽ
ミ

|

導 螺 旧 ト ロ 飾 郵 ○ 謎 齢 灘 湘



置
物
No

写
IX
IN
∩
登
鎌
No

出
土
地
点

出
土
層
位

器
種

さ
rr
m
暇
(c
m)
早
さ
(c
m)
重
さ
(質
)
石
材

産
地
(生
成
時
期
)

備
考

7
床
直

46
5

興
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三

7
42

0
埋
土

楔
形
I

31
5

17
5
17
4

奥
羽
山
択
(新
生
代
新
第
三
れ

43
0

床
直

楔
形

奥
羽
山
脈
イ新
生
代
新
第
三
紀
Ⅲ

8
22

41
1

0
埋
土

楔
形
I

25
5

17
0

奥
羽
山
LT
R(
新
生
代
新
第
三
紀
)

0
埋
土

楔
形

12
2
Tu

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
二
紀
)

2
0

埋
土

礫
石
器
Ⅱ

85
0

34
84

An
奥
羽
山
脈
働
生
代
)

8
0

床
直

礫
石
器
I

76
0

36
55

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

l
0

逃
土

礫
石
器
Ⅵ

12
55

41
0
33
65

An
奥
羽
山
脈
働
生
代
)

0
埋
土

礫
石
器
Ⅳ

50
64

An
奥
羽
山
LT
t(
新
生
代
Ⅲ

0
床
直

礫
石
器
V

76
5

36
27

Di
o

北
上
山
地
(中
生
代
白
亜
紀
)

0
床
直

礫
石
器
V

87
0
54
0

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
Ⅲ

0
床
直

礫
石
器
I

97
56

Di
o

北
上
山
地
(中
生
代
白
亜
紀
)

0
床
直

礫
石
器
I

89
5
75
0
58
5
49
35

h
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀
)

も
0

床
直

礫
石
器
Ⅳ

12
80

8.
40

56
08

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
Ⅲ

0
床
直

礫
石
器
I

11
60

17
10
1
Di
o

北
上
山
地
(中
生
代
白
亜
紀
)

0
床
直

礫
石
器
Ⅸ

17
35

12
.6
0
7,
00
00
Di
o

北
上
山
地
(中
生
代
白
亜
紀
Ⅲ

49
埋
土

石
鏃
I

Tu
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

9
仄
直

礫
石
器
Ⅲ

07
0

29
97

Tu
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
二
紀
)

02
床
百

礫
石
器
Ⅵ

55
44

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

も
選
土

礫
石
器
I

90
5

8.
10

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

5
床
直

礫
石
器
Ⅳ

71
0
7
19
5
Tu

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

床
直

礫
石
器
I

66
0

5,
40
83
99

Di
o

北
上
山
地
(中
生
代
白
亜
紀
)

床
直

礫
石
器
Ⅳ

57
0

44
5,
1

A■
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

S
床
巨

礫
石
器
Ⅶ

盈
70

49
84

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

床
直

礫
石
器
Ⅳ

13
70

魁
羽
山
Hκ

`針

牛
仕
新
密
=繹
ヽ

S
床
直

礫
石
器
Ⅵ

92
0
57
5
1,
19
96
G 
ra
nO

北
上
山
地
(中
生
代
白
亜
紀
)

S
床
直

礫
石
器
Ⅷ

20
60

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

理
土

ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
I

16
0
24
2

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
Ⅲ

S
1層

石
鏃
]

■
95

37
5

A 
ga

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

S
04

埋
土

楔
形
]

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

S
04

埋
土

ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
I
75
0
29
5

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

49
S

床
直

不
定
形

20
75

10
03
0

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

63
S

床
直

不
定
形

25
10

13
80

2,
40
00

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
Ⅲ

調
査
区
南
側

I層
ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
I

3
7.
0

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

調
査
区
北
側

I層
不
定
形

48
0
29
0

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

調
査
区
】
ヒ
側

I層
ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
I

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

24
0

調
査
区
南
側

I)
詈

磨
製
石
斧
Ⅱ

14
0

北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀
Ⅲ

17
調
査
区
南
倒

I層
礫
石
器
Ⅳ

75
5
58
0

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

24
2

P 
Ⅳ
87
・
88
,9
7'
98

Ⅱ
層

石
鏃
Ⅱ

46
0

At
ta

畳
羽
II
IH
rt
r新
な
仕
斯
密
=組
Ⅲ

24
3

P 
IV
87
・
88
・
97
・
98

I層
石
鏃
Ⅲ

35
5
18
0

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
Ⅲ

調
査
区
南
側

表
採

石
匙

5,
65

23
8

奥
羽
山
脈
r新
生
代
新
第
三
紀
Ⅲ

24
5

T1
20

Ⅱ
a層

箆
状
石
器

90
5

25
5
7
35

S 
sh

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
Ⅲ

T1
19

Ⅱ
a層

ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
コ

奥
羽
山
脈
(新
■
代
新
第
三
紀
Ⅲ

ll
r呂
7・
R呂
'9
7・
9R

Ⅱ
層

ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
I
75
0

09
0
20
7

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

24
8

調
査
区
南
側

Ⅱ
a 
b層

撰
形

AF
ra

奥
羽
山
LT
t(
新
生
代
新
第
三
紀
Ⅲ

24
9

S 
Ⅱ
60
 7
0・
80
。
S 
Ⅲ
51
・
52
Ib
層

楔
形

24
5

奥
羽
山
BI
Ft
(新
4代
新
第
三
紀
Ⅲ

P 
IV
87
・
88
・
97
・
98

Ⅱ
層

楔
形

31
0

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀
)

P 
W8
7・
88
'9
7・
98

Ⅱ
層

楔
形

34
0

14
0

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

25
2

S1
60
・
70
・
80
・
S 
Ⅲ
51
 5
2

Ⅱ
b)
詈

楔
形

16
5

4羽
I1
l 
Rt
tr
新
4社
新
宙
=翠
ヽ

25
3

S1
60
・
70
'8
0。
S 
Ⅲ
51
・
52
Ih
層

櫂
形

26
0
25
0

凪
羽
II
IR
雁
イ野
片
れ
野
笹
=節
ヽ

第
18
表
 
石
器
観
察
表
(1
)

石
材
凡
例
 
安
山
岩
:A
n 
凝
灰
岩
:T
u
 
珪
質
買
岩
:S
 s
h 
買
岩

チ
ャ
ー
ト
:C
h 
デ
イ
サ
イ
ト
:D
ac
 
粘
板
岩
i 
Si
a

:S
h 
砂
岩
i 
Sa
n 
蛇
紋
岩
I 
Se
r 
赤
色
頁
岩
:R
 s
h 
閃
緑
岩
:D
io

花
筒
閃
緑
岩
:G
 r
an
o粉
岩
:P
 o
r 
め
の
う
:A
ga

醐 　 湘 　 辮

ィ Ｉ 　 Φ ∞ 　 Ｉ Ｉ



第
19
表
 
石
器
観
察
表
(2
)

邑
物
No
図
版
No
写
図
No
群
録
No

出
土
地
点

出
上
層
位

器
種

長
さ
(c
m)
甲
こ
(c
m)
サ星
さ
(c
m)
=さ
(g
)

石
材

産
地
(生
成
時
期
)

備
考

P 
Ⅳ
87
・
88
・
97
・
98

■
,曽

右
核

36
0

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ユ
ラ
紀
)

P3
「
87
 8
8・
97
・
98

I層
ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
I

北
上
凹
地
(甲
生
4(
二
宣
祀
～
ツ
ユ
フ
祀
,

25
6

T1
20

Ⅱ
a層

ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
I

6.
00

16
5

興
羽
山
脈
f新
生
代
新
第
三
紀
)

RⅣ
Ⅳ
層
上
面

不
定
形

42
5
34
0
15
5

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
祀
)

25
8

RⅣ
Ⅳ
層
上
向

イヽ
足
形

42
46

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

25
9

S 
16
0'
70
・
80
 S
 
Ⅲ
51
 5
2

Ⅱ
b層

石
核

22
0
Tu

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

26
0

S 
16
0・
70
・
80
'S
皿
51
・
52

Ⅱ
b層

暦
製
石
斧
I

(7
80
)

b 
er

北
上
山
地
(中
生
代
)

T1
40

Ⅱ
a層

磨
裂
石
斧
I

12
95
52
5

Di
o

北
上
山
地
(中
生
代
臼
亜
紀
)

T1
65

Ⅱ
a層

磨
製
石
斧
I

77
0

2.
25

12
02

北
上
山
地
(中
生
代
)

T1
30

Ⅱ
a層

礫
石
器
I

82
0

61
40

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

T1
20

Ⅱ
a層

礫
石
器
I

72
5

66
20

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

26
5

T1
30

■
aザ
菅

礫
石
器
I

An
奥
羽
山
bF
R(
新
生
代
)

S 
Ⅲ
62

Ⅱ
b層

礫
石
器
I

11
70

56
9
69
28

Tu
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
二
紀
Ⅲ

調
査
区
南
側

Ⅱ
a・
b層

礫
石
器
XI

6.
60

5,
00
33
95

北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
祀
～
ジ
ユ
ラ
粘
)

26
8

12
5

T 
Ⅲ
06

Ⅱ
a層

は
石

(5
75
)

94
7

D 
ac

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

26
9

T 
Ⅲ
05

五
a層

礫
石
器
Ⅷ

22
80

15
05
54
0
16
55
7
An

奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

27
0

S1
04

床
直

礫
石
器
X

17
75

58
5

An
奥
羽
山
派
(新
生
代
)

S1
80

Ⅱ
b層

礫
石
器
Ⅷ

27
00

An
興
羽
山
脈
(新
生
代
Ⅲ

27
2

T1
30

Ⅱ
a層

礫
石
器
X

25
40
26
80

6,
70
00

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

S 
Ⅲ
62

Ⅱ
b層

礫
石
器
Ⅸ

18
00

13
60
40
00
0
An

興
羽
山
脈
(新
生
代
Ⅲ

27
4

T 
Ⅲ
41

Ⅱ
a層

礫
石
器
Ⅷ

23
70

12
90
8,
50
00
An

奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

27
5

T 
Ⅱ
19

Ⅳ
層

礫
石
器
Ⅳ

29
5

45
6ユ

Tu
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
Ⅲ

T 
Ⅲ
42

Ⅳ
層

礫
石
器
Ⅲ

17
60
85
0
74
R

1,
88
10

P 
or

北
上
山
地
(中
生
代
臼
亜
飛

|

tO O |

第
20
表
 
石
器
観
察
表
(3
)

勘 Ｌ
出
土
地
点
出
土
層
位
器
種
重
さ
(g
)
石
材

産
地
(生
成
時
期
)

備
考

27
7
S

埋
十
撫
形
T

羽
山
LF
R(
新
生
代
新
第
三
紀
)

27
8

燥
十
権
形
T

羽
山
LF
t
生
代
新
第
三
紀
)

27
9

埋
土
楔
形
I

羽
I1
lH
Ff
 r
訴
な
件
野
鎮
=早
ヽ

埋
士
梃
形
I

28
1

坦
十
烈
I片

T
鳳
羽
山
RF
e 
r斯
■
代
斯
笛
=紹
Ⅲ

28
2
S

lI
P十
員
‖
片

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

28
3
S1
01

埋
土
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

28
4

埋
土
剥
片

風
羽
II
TH
tt
 r
訴
な
袢
訴
笹
=伊
ヽ

S
操
十
勲
I片

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
二
紀
)

28
6
R

婢
十
副
I片

Tu
阻
朔
II
IЛ
降

`斯

片
社
斯
蜜
=縦
Ⅲ

28
7
S

埋
土
剥
片

奥
羽
山
脈
(新
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

28
8
S1
01

埋
土
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

28
9
S

jT
十
副
I片

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

S
理
士
勲
I片

麗
朔
II
:H
tt
 r
野
差
/1
野
笹
=が
ヽ

S
担
十
剥
片

騒
羽
1l
IH
R(
新
牛
仕
新
密
=組
〕

29
2
S

抑
十
副
I片

ヌ
刃
II
I月
雁
`斯

/1
仕
新
密
=縦
Ⅲ

29
3
S

埋
土
剥
片

朔
Iキ
IH
tt
 r
訴
な
/聞
笛
=箪
ヽ

S
埋
十
節
I片

Ti
ュ

R
鯉
十
剤
I片

奥
羽
山
LF
t(
新
生
代
新
第
三
紀
)

29
6
S1
01

埋
土
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

物 α

遺 Ｎ
出
土
地
点

上 位
出 層

器
種
重
さ
(g
)
石
材

産
地
(生
成
時
期
)

備
考

29
7
S1
0

坦
上
剥
片

29
8
S1
0

担
十
剥
片

12
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀

29
9
R 
T0

担
十
剥
片

奥
羽
山
脈
(新
生
Tt
新
第
三
紀

30
0
S 
X0

埋
土
剥
片

3
皿
朔
Iイ
IH
†
r訴
壮
絆
野
笹
=箪
ヽ

S1
0

埋
十
剥
片

S1
0

理
十
剥
片

R
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀

S 
T0

JI
E十
副
I片

ら
奥
羽
山
脈

(
子
生
十

紀

R0
4
R 
T0

鯉
十
昇
‖
片

6
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀

S1
01

埋
土
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

S 
T0
1

埋
十
剥
片

17
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀

10
7
R 
T 
fJ
l

jI
E十
剥
片

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

S1
01

埋
土
剥
片

30
9
S1
0:

坦
十
剥
片

鳳
羽
山
脈
(新
■
代
新
密
=緑

)

S 
T0
1

揮
十
剥
片

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

S1
0:

埋
十
勲
I片

Tl
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

S1
01

埋
土
剥
片

瓜
朔
II
IR
FF
 r
野
片
件
野
蜜
=早
ヽ

S1
01

埋
土
Fl
l片

S1
0

坦
十
郵
1片

Tl

S 
T0

燥
十
剥
片

Tu
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
二
紀
)

R 
T0
1

揮
十
剥
片

Tu
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

S1
0

埋
土
剥
片

瓜
羽
iキ
TH
tt
 r
訴
ォ
作
野
毯
=紳
ヽ

S1
0

理
十
昇
‖
片

R 
T0

担
十
劃
I片

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀

日 岬 陣 肝 口 帥 堺 ё 訓 騨 爵 翔



第
21
表
 
石
器
観
察
表
(4
)

勘 配
出
土
地
点
出
土
層
位
器
種
重
さ
(g
)
石
材

産
地
(生
成
時
期
)

備
考

0
埋
土
剥
片

S
0

埋
十
剥
片

鳳
羽
山
脈
新
年
代
新
密
=繹

0
理
十
昇
‖
片

Tl
興
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
二
紀

ヨ
23
R
0

抑
十
剥
片

Tu
奥
羽
山
服
(新
生
代
新
第
三
紀
)

0
埋
土
剥
片

R夕
5

0
埋
土
剥
片

S
0

埋
十
昇
‖
片

Tl
奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
紀

32
7

0
坦
十
剥
片

´ 「
i
臭
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
紀

32
8

0
担
十
副
片

奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
二
紀
)

32
9

0
担
十
剥
片

Tu
重
弘
ヌ
列
II
I月
確
斯
片
作
野
値
=昂
ヽ

RR
0

埋
土
剥
片

理
十
訥
I片

T
奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
紀

33
2
S1
01

理
土
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

S
理
土
剥
片

55
奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
紀

|

lT
十
昇
‖
片

羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

埋
土
剥
片

羽
山
Hk
(新
年
代
新
窮
=絆

)

33
6
S

埋
十
昇
‖
片

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

S
押
十
剥
片

Tu
凪
羽
II
IH
tt
 r
新
片
作
訴
笹
=漁
ヽ

S
埋
土
剥
片

叫
羽
山
Hκ
(所
牛
4t
新
窮
=紹

■
R9
S

埋
土
剥
I片

T
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀

i

S
理
十
烈
1片

T
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
紀

:

S
理
十
諸
1片

Tu
ЯЯ
 I
II
H席
イ野
片
絆
軒
笹
=押
ヽ

R
埋
土
剥
片

難
羽
山
H旅
(新
乍
4t
7h
窮
=紹

)

S
埋
土
剥
片

奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
二
紀
)

S
坦
十
剖
I片

奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
紀

S
坦
十
烈
I片

奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
紀

34
6
S

担
十
剥
片

阻
朔
II
IЯ
確
野
を
件
軒
笛
=紳

34
7
S

理
十
剥
片

Tu
処
ツ剪
」Ш
 t
tk
新
牛
ft
新
第
=組

R
埋
土
剥
片

奥
羽
山
41
R
新
生
代
新
第
三
祀

R4
9
S

埋
土
剥
片

T 
il
奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
紀

R5
0
S

埋
土
昇
‖
片

Ti
i
興
羽
山
脈
新
生
代
新
第
二
紀

S
埋
十
景
‖
片

26
5

奥
羽
山
HF
K
新
生
代
yl
r第
三
紹

35
2
R

埋
土
剥
片

Tu
共
羽
山
脈
新
生
代
新
第
二
紀

S
埋
土
剥
片

奥
羽
山
BI
R
新
生
代
新
第
三
紀

S
理
十
剤
1片

65
6
Tu
』
弘
】
刃
II
I月
降
訴
な
拌
訴
饉
=鼎
Ⅲ

35
5
S

床
直
楔
形
I
67
3
Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀
)

35
6
S

床
盲
礫
添
器
T
24
69
An
奥
羽
山
Л鷹
Xj
r生
代
)

S
床
直
礫
石
器
I
28
55
An
奥
羽
山
脈
新
生
代

|

Rt
tR
S

床
直
礫
所
器
T
7R
42

奥
羽
山
脈
新
生
代

S1
01

床
直
礫
石
器
XI
2,
50
00
Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

Ｎ
録
登 ３３

36
0
S

虞
百
剥
片

S
床
直
剥
片

奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
紀
)

S1
01

床
直
剥
片

Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

S
床
首
剥
片

76
7

4】
メ
IJ
】
旅
Xl
f年
代
新
篤
=絹
〕

∩
64
S

床
直
剥
片

T 
il
奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
紀
)

36
5
S1
01

床
直
剥
片

Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

醐 　 朔 　 洲

― ― 牌 〇 〇 ― ―

物 ｏ

４ 逗 Ｎ
出
土
地
点

土 位
出 層

器
種
重
さ
(g
)
石
材

産
地
(生
成
時
期
)

備
考

S 
10
2

埋
土
剥
片

Tu
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

36
7
S 
10
2

埋
土
剥
片

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
二
紀
)

S 
10
2

床
直
礫
る
器
I
86
72
D 
ac
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
期
)

S 
10
2

床
直
礫
石
器
I
1,
15
39
An
奥
羽
山
LF
R(
新
生
代
)

37
0
S 
10
2

床
直
礫
石
器
Ⅸ

D 
ac
奥
羽
山
LR
(新
生
代
新
第
三
紀
)
登
録
No
 7

S 
10
2

床
直
礫
石
器
Ⅸ

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

登
録
No
 1
4

37
2
S 
10
2

床
直
原
石

91
24
Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

S 
10
2

床
直
原
石
70
00
0
An
奥
羽
山
El
rt
(新
生
代
)

S1
02

床
直
原
石

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

S 
10
4

床
直
炉
石

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

被
熟
有
り

S 
10
4

床
直
炉
石
13
,7
42
4
An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

被
熱
有
り

S 
10
4

床
直
炉
石

Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

被
熱
有
り

S 
10
4

床
直
炉
石

3,
32
90

北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
薫
)

被
熱
有
り

37
9
S 
10
4

床
直
炉
石
17
,5
49
4
Ch

地
山 ＞
上 紀
北 ラ

(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
被
熱
有
り

S 
10
4

床
直
炉
石

5,
00
00
Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

被
熱
有
り

S 
10
4

床
直
炉
る

An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

被
熱
有
り

S 
10
4

床
直
炉
石
79
63
0
An

奥
羽
山
Br
t(
新
生
代
)

被
熱
有
り

S 
10
4

床
直
炉
石

10
,0
00
0
S 
an
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
期
)
被
熱
有
り

38
4
S 
10
5

埋
土
石
核

Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
κ
)

埋
土
礫
石
器
I
26
40
An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

S
埋
土
礫
石
器
I?

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
二
期
)

埋
土
礫
石
器
]
51
50
D 
ac
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

S
埋
土
礫
石
器
Ⅷ
14
24
0
An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

S 
10
5

床
直
礫
石
器
I

歩
走
P地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

S 
10
5

床
直

36
17
Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

S 
10
5

床
直

Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

S 
10
5

床
直

55
43

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
期
)

S 
10
5

床
直

1,
35
84
Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

S 
10
5

床
直

1,
78
60
Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
布
り

39
5
S 
10
5

床
直

5,
40
00
Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

S 
10
6

埋
土
石
核

36
70
Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)



第
22
表
 
石
器
観
察
表
(5
)

物 α

遺 Ｎ
出
土
地
点
出
土
層
位
器
種
重
さ
(g
)
石
材

産
地
(生
成
時
期
)

備
考

S
埋
十
礫
石
器
Ⅶ

An
興
羽
山
服
新
生
代

19
R
R
06

17
+
穣
添
器
Ⅶ
60
10
An
4羽
山
脈
新
牛
代

S
床
直
ヌ
〒
芥

55
R
TI
I

S
床
直
礫
石
器
Ⅱ
?
70
00
0
S 
an
奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
期
)

被
熟
有
り

S 
10
6

床
直

Ch
地
山 ＞
上 紀
北 ラ

(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

40
2
S

床
盲

51
1馬
n 
nc
五
羽
II
I師
野
を
作
卦
笙
=t
Hヽ

粧
熱
右
り

40
3
S

床
直

68
66
S 
an
奥
羽
山
脈
新
生
代
新
第
三
期
)
被
熟
有
り

S
83
77
An
奥
羽
山
脈
新
生
代
)

S 
10
6

床
直

15
31
9
Ch

地
山 ＞
上 紀
北 ラ

(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ユ

R
戻
盲

1 
6R
l 
R
A
真
羽
山
H鷹
新
牛
代
Ⅲ

粧
勢
右
り

40
7
R

床
首

夕
R0
00

卜
II
「
中
生
代
白
亜
紀
)

S
An

羽
山
Л
新
生
代
)

40
9
S

27
00
0

興
羽
山
服
新
生
代
斯
第
三
期

被
熱
右
り

S
床
盲

∩
50
00

H羽
山
月に
斯
十
T4
ri
 
Ⅲ

粧
勢
右
り

R
床
首

5.
50
00
An
奥
羽
山
脈
(新
生
代
)

S 
10
6

床
直

62
00
0
Ch

地
山
，上 紀
北 ラ

(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
被
熱
有
り

R 
T∩
お

床
直

S 
an
奥
羽
山
LT
R(
新
生
代
新
第
三
期
)

被
熱
有
り

S 
10
6

床
直

7,
50
00
Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ユ

ラ
紀
)

S 
10
6

75
00
0
S 
an
奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
期
)

被
熱
有
り

S 
10
6

床
直

12
30
00
Ch
北
上
山
地
(中
生
代
三
岳
紀
～
ジ
ュ
ラ
組
)

S 
N0
2

坦
■
剥
片

阻
朔
I1
1月
確
野
差
拌
卦
雀
三
_7
FF

P1
0

理
十
烈
I片

P 
Ⅳ
87

Ⅳ
層
上
面
剥
片

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
二
紀
)

42
0
PA
「
87
 8
8'
97
98
Ⅱ
層
不
定
形

阻
刀
II
IR
tt
 r
訴
を
作
野
笹
=早
ヽ

P 
Ⅳ
87
・
88
・
97
・
98
Ⅱ
層
礫
看
器
I
32
62
An
奥
羽
山
脈
(新
■
代
)

42
2
P 
Ⅳ
87
 8
8 
97
・

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

P]
「
87
・
88
・
97

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

P 
IV
87
・
88
・
97
・

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

42
5
Pふ
「
87
・
88
・
97
・

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

42
6
P 
l1
/8
7・
88
'9
7・

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

42
7
P 
IV
87
・
88
'9
7

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

42
8
P 
IV
87
・
88
'9
7・

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh

地
山 ＞
上 紀
北 ラ

(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

I層
諸
I片

P 
IV
87
・
88
'9
7・

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

T層
剥
片

鳳
羽
II
IH
確
帥
牛
rt
41
篤
=索
出
)

P 
IV
87
・
88
・
97
・
98
Ⅱ

pl
l片

引
ヌ
II
IΠ
雁
斯
府
/断
密
=紹
Ⅲ

π
層
昇
‖
片

∩
ク

朔
Iキ
TH
tt
 r
訴
片
/F
訴
笛
=‐
fF
Fヽ

占 螺 陣 肝 口 磁 翼 ⑤ 訓 醇 爵 湘

― ‐ 〕 〇 〕 ― ―

勘 配
出
土
地
点
出
土
層
位
器
種
重
さ
(g
)
石
材

産
地
(生
成
時
期
)

備
考

P 
Ⅳ
87
・
88
97

98
Ⅱ
層
剥
片

S 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ユ

ラ
紀
)

Pふ
「
87
・
88
 9
7

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

P 
h 
87
・
88
'9
7・

98
I層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

T層
訥
I片

興
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

Pる
「
87
・
88
・
97
・

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

P]
「
87
・
88
 9
7 
98
Ⅱ
層
剥
片

奥
羽
山
脈
(新
生
代
新
第
三
紀
)

P 
IV
87
・
88
・
97
・

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ユ

ラ
紀
)

P 
Ⅳ
87
・
88
・
97

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

I層
剥
片

翼
羽
山
ЛR
(斯
牛
代
新
第
三
紀
〕

型
3
P 
IV
87
・
88
'9
7・

98
Ⅱ
層
剥
片

lユ
R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
紀
)

44
4

I層
剥
片

魔
朔
Iキ
iΠ
tt
 r
訴
な
ん
訴
雀
=鼎
ヽ

44
5
P 
IV
87
・
88
'9
7・

98
Ⅱ
層
剥
片

lユ
Rs
h
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
κ
)

44
6
P 
Ⅳ
87
・
88
'9
7・

98
Ⅱ
層
剥
片

R 
sh
北
上
山
地
(中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ

ラ
禾
め

44
7

I層
剥
片

14
T 
ll
阻
朔
il
iΠ
tt
 r
訴
差
/1
野
笹
=綿

44
R

1層
烈
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Ⅶ 中屋敷上遺跡の調査成果

本遺跡からは、遺構は検出されず、遺物のみがⅡ層中から出上している。Ⅲ層上面で風倒木が多数

と南西から北東にかけて走る旧河道 1条を確認しただけに留まっている。調査の結果、調査区の東際

で急激に落ちていくことから本段丘の縁辺部であることが判明した。遺物はその縁辺部付近から出土

している。

出土 した遺物

遺物は土器のみでそれ以外は認められない。上器は180点、3913.3gで あり、深鉢 2個体分が認めら

れた。それらは同一層及びグリッドからの出土である。

略概

//

0       (1:200)      10m

第70図 遺物出土状況
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2 出土 した遺物

1は深鉢Ⅷ類、大洞B2式に比定される。 2は深鉢Ⅷ類、所属時期不明である。両者は器形が類似

していることと出土位置と層位がほぼ同じであることから同時期に属すると考えられる。

第71図 遺構外出土遺物

第24表 土器観察表

勘
Ｎｏ
剛
Ｎｏ
写図

No
登録

No
土
点
出
地
層位 器種 分類 部位 外面文様

面
様
内
文
地 文
口唇都
装飾 唯ぐｃｍ，
離
ぐｃｍ＞
絲
くｃｍ＞

備考

l l W7Ⅱ 15 Ⅱ層 深 鉢 Ⅷ 口縁 ～底 部 磨 消縄 文 RL 刻 み 232

2 2 I層 深 鉢 Ⅷ 同綴 ～ 依 喜К RL
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Ⅷ ま と め

本書では、野里上Ⅱ遺跡と中屋敷上遺跡の報告を行ってきた。ここでは遺構と遺物が確認できた野

里上Ⅱ遺跡のみをまとめておく。

1遺  構

野里上Ⅱ遺跡では縄文時代の竪穴住居跡 4棟、埋設土器 1基、焼土遺構 3基、中世以降の竪穴建物

跡 2棟、各時期の上坑20基が検出された。以下には遺構ごとに記載していく。

(1)竪 穴 住 居 跡

竪穴住居は 4棟検出された。縄文時代中期末～後期初頭が 2棟 (S101・ 02)、 晩期末葉が 2棟

(S103・ S104)である。それらを比較しておく。

前者は、平面形はほぼ円形～精円形、規模は 4～5mである。柱穴は全周することはなく、基本的

には斜面下方に半円状に配置される。炉はS102の地床炉のみで、 S101は流出していることから不

明である。近接する仁昌寺Ⅱ遺跡で見られるような複式炉は確認されなかった。

後者は、平面形は楕円形、規模は4mと 7mである。柱穴は配置が 1棟は半周するもののと不規則に

配置されている。S104は床面半分が流出したものと想定され、柱穴配列からほぼ円形に近い平面プ

ランとなる。炉はそれぞれに伴い、S103は地床炉、S1041よ 石囲炉である。

両者は検出数が少ないことから、上記の抽出した要素で比較したが差異は見出せない。違いがある

と言えば立地場所のみで、前者は調査区南側の高い段丘、後者は一段低い北側の段丘上にあり、時期

によって異なる場所に形成されていたことが窺えた。

(2)竪 穴 建 物 跡

竪穴建物は 2棟検出された。両者共に平面形は長方形、規模は長軸が 3～ 5mである。規模共に類

似しているものの、重複する上に調査区外へと延びていくため、不明な点が多い。軸線方向は等高線

に平行している。S105のみ張り出し部を確認できたが、S106は S105に切られているため張り出

し部そのものが確認できない。また、所属時期を特定できるような出土遺物は認められない。柱穴は

壁際を全周するものと「コ字状」に配置されるものが確認されている。S106のみ西壁際、柱穴の内

側に礫が一列に配置されており、一般的な利用とは異なる可能性がある。

(3)そ の 他 の 遺 構

埋設土器 1基、焼土遺構 3基、土坑20基が検出された。埋設土器と焼土遺構は縄文時代である。土

坑は縄文時代が10基、時期不明が10基である。

基本的に時期が特定できるものはS R01の大木10式のみで、残りは主体埋土層及び検出層位から判

断している。

(4)遺物出土ブロック

遺物出土ブロックは4カ 所認められた。ブロック 2において遺物が最も多く出上しており、 1・
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2遺 物

4・ 3と 少なくなっていく。本文中に記載した通り、ブロック 1・ 4が形成された主体時期は、近接 し

た竪穴住居の所属時期とほぼ一致していることが判明した。ブロック 3はブロック 1の斜面下方に形

成されていることから、そこから流出したものと思われる。ブロック 2は遺物が最も多く出土してい

るものの、周辺に遺構が存在しないことから調査区外にその存在が想定される。

縄文時代中期末から弥生時代前期にかけての上器と石器が出上した。これらの遺物は大半が包含層

からの出土で、遺構に伴うものは少ない。土器は複数の上器群が確認できたことから、各まとまりご

とに、石器は特徴を抽出できたことのみを記載しておく。

(1)土 器

土器は縄文時代中期末から晩期に属するものであった。調査区の南北で出土傾向が大きく異なり、

調査区南側では縄文時代中期末から後期初頭、調査区北側では縄文時代晩期と主体とする時期が認め

られる。調査区南側は主に I群は大木10式、Ⅱ群は馬立式が中心、Ⅲ群は大洞BC～Cl式がある。調

査区北側では大洞A・ A′ 式が中心である。 I～ Ⅲ群の上器を下記にまとめておく。今回Ⅱ群を設定

するにあたって馬立式を用いた理由として、後期初頭の土器群が馬立遺跡や青久保遺跡に類似資料が

認められ、かつ鈴木氏が述べている特徴と合致するものが多 く存在していることから、ここではその

名称を使用している (鈴木2001)。

I群はS101・ 02と ブロック 1・ 2で認められる。完形品が少なく口縁部及び体部片が多いことか

ら、器形は不明なものが多い。確認できたものは深鉢 I・ Ⅱ oⅨ類である。日縁部が平縁と波状口縁

がある。支様は鰭状突起を有するもの、S字状、逆U字が施文されているものが認められる。このよ

うなことから当該型式の中でも古いものが多く、隆帯貼付と刺突列を伴うような新しいものの存在は

少ない。今回は当該型式に含めたがⅡ群の可能性がある橋状把手を有するものもある。

Ⅱ群はS101・ 02と ブロック 1・ 2で認められる。完形品がほとんどないことから、器形は不明な

ものが多い。日縁部が平縁と波状縁がある。文様は左右対称のコ字状の文様、ノ字隆帯貼付、口縁部

に縄文が施文され、その下位に楕円形もしくは方形文や沈線が巡らされているもの、」字文・三角支

の磨消縄文と連弧文の組合せ、J字列と斜・横位の縄文帯の組合せが認められる。ただし、本文中に

も記載しているが97・ 125、 135。 136、 137・ 138。 140の ように馬立式以外と思われる型式も含まれ、

複数型式が混在している様相が窺える。

Ⅲ群は主にS105・ 06と ブロック4で認められる。先述したように大洞A・ A′ 式が中心である。

鎌・壷類が主体を占める。文様は工字文・変形工字文・矢羽根状沈線文が認められる。

それ以外には二枚橋式に比定される土器がS105か ら出土している。
このように本遺跡では I・ Ⅱ群の中に複数型式が混在しているが、大半は包含層からの出上である

ため共伴関係を積極的には論じられない。これらの共伴及び馬立式前後の資料の検討については今後

の課題である。

(2)石 器

石器は剥片石器及び礫石器の出土点数が少ないことから、各時期ごとに対比できず傾向は捉えられ

なかった。楔形石器が特定の住居から多く出上していることと、石器石材は時期を問わず頁岩が使用

物遺
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されているという特徴が窺えた。

石材は頁岩が最も高い割合を占め、成果が得られている仁昌寺Ⅱ遺跡とほぼ同様の傾向にある。今

回出上した石材であるチャー トと頁岩などは自然面を有する剥片が多いことから、当該地域周辺に原

産地が存在しているとことが想定される。

砥石が遺構外から1点出上しているが形状から古代以降のものと考えられる。遺物の周辺には竪穴

建物が唯一その時期の遺構として確認できるきることから、それに帰属するもので中世の可能性があ

る。

竪穴建物跡の検討

今回の調査では中世に位置づけられる竪穴建物跡を 2棟検出した。本遺跡の所在する一戸町内を範

囲として、これまでに行われた発掘調査で記録されている中世の竪穴建物・竪穴住居跡・竪穴状遺

構・工房跡 (工房関連施設)。 鍛冶工房跡について分類を試み、傾向が把握できるかを分析した。な

お一般的に竪穴建物に類似する形状を持つものも分析対象としている。

分類項目、及び記号は以下に示す 3項 目である。なお、記録にある計測値の中には推定や残存値の

ものもあったが、確認できる範囲でそれぞれの項目を判断した。

1)竪穴建物の形状

I:1≦長軸/短軸≦1,1の方形
Ⅱ :1.1<長軸/短軸の長方形
*:不明

2)張 り出し部  3)柱 穴配列

この分類の他に第25表の中では長軸と短軸の計測値に推定や残存値の含まれない竪穴建物について

長軸×短軸で求めたおおよその面積、そして立地状況を示すため等高線に対し竪穴建物の長軸方向が

平行ないし直行するかの以上 2項 目を参考として追記している。尚、立地に関して形状が方形に分類

されるものは張り出し部のある方向を長軸とした。

第25表において今回対象とした資料を個々に観察したが関係性は認められなかった。竪穴建物が造

られる際、機能を目的とした上で立地という土地環境を意識した要素が含まれる可能性は考慮される。

第25表を元に作成した第72図から竪穴建物の規模は軸の長さが2m程度の小規模グループ、3.8m程

度で多くの資料が分布する中規模グループ、4。2m以上になる大規模グループの合計 3グループに大き

く分けられる。分類別では長軸と短軸の比は規模に関わらずAユ類、Bl類がそれぞれ一定の値を示す

が、A2類は長軸と短軸の比に関わらず規模が20∬以上に限られ、B2類の長軸の長さは概ね4m程度と

なる。そして全ての竪穴建物の傾向として、規模が大きくなるにつれ形状は長方形に移行することが

認められる。また、竪穴建物の特徴を鍛冶工房や倉庫といった機能への規格的要素に置換できるか観

察を試みたが、関連性を認めることは出来なかった。機能についてはむしろ炉や貯蔵穴などの付属施

設、もしくは出土遺物から想定される事項と捉えられる。

このような傾向が認められる中で本遺跡で検出されたS105・ 06がどのような性格であったかを検

討していきたい。 S105と 06イよ、それぞれ I A2と I*1に分類される。事実記載でも述べたように
遺物が出土せず、試みた分類からも傾向を読み取ることができなかったため、本遺構の性格は不明と

言わざるを得ない。ただし、 S Io5は一般的な形態を呈しているが、 S Io6は先述したような礫の配

列は町内には類例が認められなかったことから、一般的な様相とは異なり何らかに使用された可能性

A:有

B:無

*:不明

0:柱穴が無い

1:壁際付近の周囲に配列
2:1以 外に中心付近にも配列
*:不明
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第72図  竪穴建物跡散布図

が考えられる。よって両者は時間差と共に利用方法も異なって建てられたと想定される。今回は竪穴

建物が単独で有している特徴のみを抽出し傾向を分析したが、複数で構成される集国内での相互関係

からの特徴も付加した分析をする必要を感じる。

各時期ごとにまとめ、周辺遺跡の成果と合わせてその変遷を把握したい。野里上Ⅱ遺跡は段丘の高

低により確認できた遺構時期が違うことから、時期により占地する段丘が異なっていたことが捉えら

れる。

縄文時代 :後期は調査区南側の段丘、晩期は調査区北側の段丘である。周辺の成果が得られている

仁昌寺Ⅱ遺跡は調査区南側とほぼ同一の段丘上にあることから中期末には当該地域では河川の両脇に

形成された低い河岸段丘より上位段丘を占地している。また晩期には平旗川の両岸に形成された調査

区南側とほぼ同様の低い段丘面を利用し、それ以降は低い面を主体に占地していたことが明らかにな

った。このことは野里上遺跡・野中遺跡など同一段丘面に存在する遺跡から、古代以降の遺構・遺物

が確認されていることからも窺える。縄文時代は時期ごとに異なる段丘を利用しながら生活している

ことが明らかになった。

中  世 :本遺跡、仁昌寺遺跡、五月館は中世に機能しており、当該地区の高位段丘面が広く利用

されていたことが窺える。この小鳥谷地区は、平糠ナ||を北上していくと突如開け狭小ではあるものの

平坦部が存在することから、古代以降は交通の要所であったと考えられるため、中世においても同様

の役割を担っていたものと思われる。当然そのような意図から五月館が作られた可能性が高いと考え

られ、当該地区が重要な拠点であったことは容易に想像できる。それ以後、小鳥谷地区は誰の支配下

にあったとしても、要所として扱われていた可能性が高い。このことから先述したように本遺跡で検

出された竪穴建物は他の遺跡と同様、これらの時代背景の中で役割を果たしていたものと考えられる。

このように今回の調査成果と過去の成果を合わせた結果、小鳥谷地区は縄文時代以降、様々な要因に

よって、この狭い空間の中で移動させながら連綿と生活している土地であったことが窺えた。

めま
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写真図版2 遺跡完掘
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写真図版6 S105・ 作業風景
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写真図版8 SR01。 SN01～ 03・ SK01～ 03
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写真図版14 出土土器 (3)
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写真図版16 出土土器 (5)
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写真図版18 出土土器 (7)
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写真図版20 出土土器 (9)
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写真図版22 出土石器 (1)
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写真図版24 出土石器 (3)
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写真図版26 出土石器 (5)
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

野里上Ⅱ遺跡 集 落 縄文時代

中  世
時期不明

竪穴住居       4棟
埋設土器       1基
焼  ±      3基
土  坑       10基
竪穴建物       2棟
土  坑       10基
柱穴        28個

縄文土器・石器

中屋敷上遺跡 散布地 縄文時代 縄文土器

要  約

野里上Ⅱ遺跡からは中期末から後期初頭の竪穴住居 2棟、晩期の竪穴住居 2棟が異なる段

丘面で検出された。それに伴い小規模な包含層が確認された。また竪穴建物 2棟が検出さ

れた。遺物が伴わないことから時期は不明であるが、周辺の調査成果から中世に属するも

のと思われる。
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